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     第二日   平成二十七年三月六日              開  議  午前十時二分  

 

○議長（野呂日出男君）  

  ただいまの出席議員数は十三名であります。定足数に達しておりますので、ただいまから本日の会議を開きます。  

  日程第一、一般質問を行います。  

  通告により、一番奈良完治君に一般質問を許します。  

  一番奈良完治君。  

〔一番  奈良完治君  登壇〕  

○一番（奈良完治君）  

  改めて、おはようございます。議席番号一番奈良完治です。  

  ただいま議長のお許しをいただきましたので、町政に対する一般質問をさせていただきます。  

  さて、平成二十七年初頭、本年もやはり明るい話題は見当たらないように思います。世界的に見れば、ウクライナの紛

争 、 そ し て 日 本 人 二 人 が 犠 牲 と な っ た イ ス ラ ム 国 の 問 題 、 時 代 錯 誤 も 甚 だ し い 中 国 、 韓 国 の 対 日 批 判 と 、 二 十 一 世 紀 は

と も に つ く り 上 げ る 共 創 未 来 の 世 紀 と 思 い き や 、 時 代 を 巻 き 戻 し 、 民 族 主 義 を 復 活 さ せ る 、 争 う 競 争 の 世 紀 に 進 ん で い

る よ う で 、 憂 慮 に 耐 え な い と こ ろ で あ り ま す 。 ま た 、 日 本 に お い て も 、 川 崎 市 の 中 学 一 年 生 殺 害 事 件 と 、 精 神 構 造 に 目

を 覆 い た く な る よ う な 事 件 の 発 生 と 、 内 外 と も に 憂 慮 に 耐 え な い 世 相 の よ う に 思 え ま す 。 全 て 人 間 と し て の 幼 稚 さ が な

せるわざのように思え、本当に残念でなりません。  

  ただ、少々明るい事例としては、今年度の冬は昨年気象庁が発表したとおり暖冬になったことではないでしょうか。昨

年 十 二 月 か ら 本 格 的 な 降 雪 が 続 き 、 一 月 末 時 点 で は 低 温 豪 雪 で あ っ た 二 〇 一 一 、 二 〇 一 二 年 度 を 上 回 る 累 積 降 雪 量 で あ
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り ま し た 。 し か し 、 二 月 の こ れ ま た 記 録 的 な 少 雪 に よ り 、 今 ま さ に 例 年 よ り 早 い 春 が 来 よ う と し て い る き ょ う こ の ご ろ

のように思えます。  

  さて、そんな中、二月二十一日付の東奥日報の朝刊に、津軽広域水道企業団津軽事業部が二月十日、原水と処理後の上

水 か ら そ れ ぞ れ 一 リ ッ ト ル 当 た り 二 ナ ノ グ ラ ム の 臭 気 物 質 ジ オ ス ミ ン が 検 出 さ れ た と 発 表 、 水 質 基 準 値 一 リ ッ ト ル 当 た

り 十 ナ ノ グ ラ ム を 下 回 っ て い る た め 給 水 は 続 け る 、 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル に 基 づ き 、 十 三 日 に 関 係 市 町 村 担 当 者 会 議 を 開

いて詳しい状況などを報告するとの記事が掲載されておりました。  

  そこで、お尋ねいたします。当日の担当者会議の内容と、何か抜本的な解決方法の有無。  

  関連いたしまして、異臭による断水また大災害時の大規模断水時に町内の井戸を有効的に利用できないか。そして、高

度 浄 水 施 設 に 国 の 交 付 金 が 創 設 さ れ て い ま す が 、 当 町 の 取 り 組 み 状 況 に つ い て お 尋 ね い た し ま す 。 町 民 の 健 康 、 生 命 に

かかわることですので、よろしくお願いいたします。  

  健康といえば、今、声高々に言われている事柄があります。それは、青森県の平均寿命全国最下位、確かに寒暖の差が

大きく、冬は運動不足になりがちですが、それだけが原因ではないように思い、質問をさせていただきます。  

  今、日本人の二人に一人ががんになると言われています。死亡原因の一位もがんであります。食生活の改善が一番重要

な よ う に 思 い ま す が 、 一 つ に は 検 診 受 診 も 大 変 大 事 な こ と の よ う に 思 え 、 質 問 さ せ て い た だ き ま す 。 町 は 健 康 寿 命 を 伸

ば す た め 、 特 定 健 診 、 胃 が ん 、 肺 が ん 、 大 腸 が ん 、 前 立 腺 が ん 、 乳 が ん 、 子 宮 が ん の 検 診 を 低 い 負 担 額 ま た は 無 料 で 実

施していますが、その内容についてお尋ねいたします。  

  一つ目は、検診対象者の計算方法について。  

  二つ目は、各がんの受診率について。  

  三つ目は、無料クーポン券対象者の選定方法について。  
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  最後に、五がん（胃・大腸・肺・乳がん・子宮がん）の中で発見率の高いがんの種類と、またその検証の中で発見率の

高いがんに対する何か特別な対策などはしているかどうかをお尋ねいたします。  

  終わりに、本年度以降、国の地方交付税の減額があるかに聞き及んでいますが、厳しい財政状況の中、国の肝いりで創

設 さ れ た 地 方 創 生 交 付 金 に 対 し て の 町 の 取 り 組 み 状 況 を お 尋 ね い た し ま す 。 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 法 は 、 活 性 化 に 取

り 組 む 地 方 自 治 体 を 国 が 一 体 的 に 支 援 す る 法 と 聞 き 及 ん で い ま す 。 裏 を 返 せ ば 無 策 、 失 敗 す れ ば 国 は 支 援 を 中 止 す る か

も し れ な い 非 常 に め り 張 り の あ る 交 付 金 の よ う に 思 い ま す 。 町 と し て 、 短 期 的 ま た 長 期 的 に 発 展 成 長 を 目 指 す 取 り 組 み

を実施していくのかどうかをお尋ねいたしまして、壇上からの質問を終わらせていただきます。  

○議長（野呂日出男君）  

  一番奈良完治君の一般質問に対する答弁を求めます。  

  町長平田博幸君。  

〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  きょうはたくさんの一般町民が傍聴に駆けつけていただいて、心から感謝申し上げます。  

  それでは、早速、奈良完治議員の一般質問にお答えいたします。  

  初めに、水道水の臭気物質検出問題についてのイの関係市町村担当者会議の内容についてでありますが、去る二月十日、

水 道 企 業 団 津 軽 事 業 部 で 実 施 し て い る 水 質 検 査 に お い て 、 水 道 水 の 臭 気 物 質 で あ る ジ オ ス ミ ン が 一 リ ッ ト ル 当 た り 二 ナ

ノ グ ラ ム 検 出 さ れ た こ と か ら 、 危 機 管 理 マ ニ ュ ア ル に 基 づ き 、 二 月 十 三 日 に 関 係 市 町 村 担 当 者 会 議 が 開 催 さ れ た と こ ろ

でございます。  

  会議の内容といたしましては、企業団では今回の臭気物質であるジオスミン濃度の上昇原因は、積雪で閉じ込められて
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い た ジ オ ス ミ ン が 融 雪 水 な ど と と も に ダ ム 湖 に 流 入 し た た め と 考 え て お り 、 今 後 に つ い て は 急 激 な 濃 度 上 昇 は 見 込 ん で

い な い こ と か ら 、 水 質 モ ニ タ リ ン グ の 濃 度 測 定 回 数 を ふ や し 、 濃 度 が 上 昇 し て 、 ジ オ ス ミ ン の 場 合 の 活 性 炭 注 入 基 準 で

あ る 一 リ ッ ト ル 当 た り 五 ナ ノ グ ラ ム に な っ た 場 合 、 常 設 設 備 で の 注 入 を 開 始 す る 対 応 と す る こ と な ど が 報 告 さ れ て お り

ます。  

  次に、抜本的な解決方法についてでありますが、企業団の恒久対策といたしましては、現在、国土交通省が実施してい

る 浅 瀬 石 川 ダ ム の 湖 水 循 環 装 置 の 効 果 を 見 き わ め て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 ま た 、 平 成 二 十 五 年 度 か ら 実 施 し て い る

ダ ム 流 入 河 川 並 び に ダ ム 湖 の 水 質 モ ニ タ リ ン グ 測 定 調 査 な ど の 結 果 を 踏 ま え 、 平 成 二 十 七 年 度 に は 恒 久 的 な 浄 水 処 理 施

設の整備を行うかどうか決定をする予定となっているところでございます。  

  次に、ロの大災害時の断水対策についての、町内の井戸を有効的に使用できないかについてでありますが、上下水道課

の デ ー タ で は 、 水 道 未 加 入 世 帯 で 井 戸 を 使 用 し て い る の は 現 在 二 十 三 世 帯 で ご ざ い ま す 。 断 水 時 、 こ の 方 々 の 井 戸 を 使

用 す る こ と に つ い て は 、 地 区 的 に 偏 り が あ る こ と と 、 ま た 飲 用 水 と し て 使 用 す る 場 合 、 定 期 的 な 設 備 の 点 検 及 び 水 質 検

査 が 求 め ら れ る こ と か ら 、 現 実 的 で は な い と 考 え て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 災 害 時 の 断 水 対 策 と し て 、 当 町 の 配 水 池

に は 緊 急 遮 断 弁 が 設 置 さ れ て お り 、 ま た 、 町 の 地 域 防 災 計 画 に も あ り ま す よ う に 災 害 時 の 水 道 災 害 相 互 応 援 協 定 に 基 づ

き 、 あ る 程 度 の 飲 用 水 は 確 保 さ れ る と 思 わ れ ま す 。 ま た 、 災 害 時 の 水 供 給 に 備 え 、 平 成 二 十 五 年 度 に 車 搭 載 用 給 水 タ ン

ク を 二 台 、 今 年 度 は 緊 急 時 用 浄 水 装 置 を 一 台 購 入 し て お り ま す 。 浄 水 装 置 は 災 害 緊 急 時 に 井 戸 や プ ー ル 、 そ れ に 河 川 の

水 を 飲 料 可 能 と な る ま で 浄 化 す る 能 力 が あ り 、 こ の よ う な 装 置 な ど を 活 用 し 、 地 域 防 災 計 画 に あ り ま す 災 害 時 一 日 一 人

三リットルの水を供給することが可能であるものと認識しております。  

  次に、水道施設、高度浄水施設の耐震化について交付金が創設されたが、当町の取り組みについてでありますが、当町

の 水 道 水 は 全 て 津 軽 広 域 水 道 企 業 団 か ら 購 入 し て お り ま す の で 、 町 独 自 の 浄 水 施 設 は ご ざ い ま せ ん 。 津 軽 広 域 水 道 企 業
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団 に 確 認 し た と こ ろ 、 企 業 団 で は 現 在 、 水 道 水 異 臭 味 対 策 の 一 環 と し て ダ ム 湖 の 水 質 検 査 な ど を 実 施 し て お り 、 そ の 結

果 次 第 で オ ゾ ン 処 理 や 粉 末 活 性 炭 処 理 な ど を 含 む 高 度 浄 水 施 設 の 整 備 計 画 を 立 て て お り ま す が 、 そ の 場 合 は 資 本 費 単 価

と の 関 係 で 交 付 対 象 と は な ら な い と の こ と で し た 。 な お 、 当 町 の 水 道 管 や 配 水 池 な ど の 水 道 施 設 の 耐 震 化 に つ い て は 、

現 在 、 水 道 資 産 評 価 等 シ ス テ ム 、 新 水 道 ビ ジ ョ ン や 水 道 事 業 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト を 策 定 中 で 、 今 後 こ れ ら の 計 画 に 基

づいて水道施設の更新、耐震化事業を推進していくよう検討してまいりたいと考えております。  

  次に、福祉・健康問題についてのイのがん検診受診についての検診対象者数の計算方法についてと受診率についてであ

りますが、関連があることから、一体的にお答えいたします。  

  がん検診は健康増進法第九条二に基づく健康増進事業に位置づけられており、市町村は国が定めるがん予防重点健康教

育 及 び が ん 検 診 実 施 の た め の 指 針 に 基 づ き 、 胃 が ん 、 肺 が ん 、 大 腸 が ん は 四 十 歳 以 上 の 者 で 年 一 回 、 子 宮 が ん は 二 十 歳

以 上 、 乳 が ん は 四 十 歳 以 上 の 女 性 を 対 象 に 二 年 に 一 回 実 施 す る も の と さ れ て お り ま す 。 そ し て 、 当 町 で は こ の 指 針 の 遵

守 は も ち ろ ん の こ と 、 独 自 に 対 象 年 齢 を 三 十 歳 以 上 に 引 き 下 げ 、 前 立 腺 が ん 、 肝 臓 や 胆 の う な ど の 検 査 項 目 を 加 え る な

ど 、 住 民 の 健 康 を 守 る た め の 事 業 に 努 め て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 ま た 、 受 診 率 に つ い て で あ り ま す が 、 報 告 先 や 内

容 に よ り 算 出 方 法 は 異 な り ま す が 、 国 の 指 針 に 基 づ く 平 成 二 十 五 年 度 の 実 績 は 、 胃 が ん 三 五 ・ 八 ％ 、 子 宮 が ん 二 六 ・

六％、肺がん四〇・四％、乳がん二八・五％、大腸がんは三九％となっております。  

  次に、無料クーポン券対象者の選定方法についてでありますが、市町村は基本的に五つのがんを対象とする検診を実施

し て い る わ け で あ り ま す が 、 国 は そ の 中 で も 特 に 大 腸 が ん と 乳 が ん 、 子 宮 が ん に 重 点 を 置 い た 対 策 と し て 無 料 ク ー ポ ン

券 の 発 行 に よ り 補 助 事 業 を 実 施 し て い る も の で あ り 、 対 象 者 は 大 腸 が ん が 満 四 十 歳 か ら 五 歳 刻 み で 六 十 歳 ま で の 方 、 子

宮 が ん は 満 二 十 歳 、 乳 が ん は 満 四 十 歳 の 女 性 で あ り ま す 。 ま た 、 子 宮 が ん と 乳 が ん に つ い て は 、 過 去 に 無 料 ク ー ポ ン 券

の 配 布 を 受 け た が 未 受 診 で あ っ た 方 へ 、 受 診 の 動 機 づ け や 地 域 の 普 及 啓 発 の た め に 再 度 配 布 し て い る も の で ご ざ い ま す 。  
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  次に、五がん（胃・大腸・肺・乳・子宮）の中で検診での発見率が高いがんの種類は、またその検証の中で発見率の高

い が ん に 何 か 特 別 な 対 策 は し て い る の か に つ い て で あ り ま す が 、 が ん は さ ま ざ ま な 部 位 で 発 症 し ま す が 、 国 の 指 針 に よ

り 胃 ・ 大 腸 ・ 肺 ・ 乳 ・ 子 宮 の 五 つ の が ん を 指 定 し 、 予 防 の 重 点 健 康 教 育 と 検 診 に つ い て 対 策 を 示 し て い る と こ ろ で ご ざ

い ま す 。 国 が こ の 五 つ の が ん を 指 針 の 中 で 特 に 指 定 し て い る こ と は 、 罹 患 率 や 発 見 率 が 高 い こ と 、 が ん に よ る 死 亡 が 確

実 に 減 少 す る こ と 、 検 診 の 事 後 指 導 体 制 が 確 立 し て い る こ と が 理 由 と さ れ て お り 、 こ の 五 つ の が ん が 指 針 の 対 象 と さ れ

て い る こ と が 特 別 な 対 策 を 講 じ て い る こ と に つ な が っ て い る も の と 考 え て ご ざ い ま す 。 な お 、 当 町 に お い て 発 見 率 が 最

も 高 い が ん は 胃 が ん で あ り ま す が 、 受 診 者 の 年 齢 や 受 診 者 の 数 に よ っ て も 発 見 率 は 変 動 い た し ま す の で 、 一 概 に 比 較 で

きない面もあることにご注意いただきたいと思います。  

  いずれにいたしましても、がん対策の基本は禁煙、バランスのよい食生活を続けること、そして定期的に検診を受ける

こ と で あ り 、 万 が 一 が ん に な っ た と し て も 早 期 に 発 見 し 、 早 期 に 治 療 す れ ば 完 治 す る 時 代 と な り ま し た の で 、 多 く の 町

民 が 受 診 す る こ と を お 願 い 申 し 上 げ ま す と と も に 、 さ ら に 受 診 率 を 高 め る た め に 健 康 推 進 委 員 の 皆 様 や 関 係 機 関 と 連 携

しながら今後努力してまいります。  

  次に、行政問題についてのイの国の地方創生交付金に対しての当町の取り組み状況はについてでありますが、議員の皆

様 も 既 に ご 承 知 の と お り 、 昨 年 の 十 一 月 に ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 法 が 公 布 施 行 さ れ 、 十 二 月 二 十 七 日 に は 国 の 人 口 の

将 来 展 望 を 示 し た 長 期 ビ ジ ョ ン 及 び 国 の 人 口 減 少 対 策 等 の 基 本 目 標 や 施 策 の 取 り ま と め た 総 合 戦 略 が 閣 議 決 定 さ れ ま し

た 。 ま た 、 二 月 三 日 に は 、 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 関 連 の 経 済 対 策 と し て 、 地 域 消 費 喚 起 、 生 活 支 援 へ の 対 応 や 地 方 創

生 を 先 行 し て 実 施 す る た め の 地 域 住 民 生 活 等 緊 急 支 援 交 付 金 の 補 正 予 算 が 可 決 成 立 い た し ま し た 。 そ こ で 、 町 で は こ の

よ う な 状 況 を 踏 ま え ま し て 、 人 口 減 少 や 若 い 世 代 の 雇 用 、 結 婚 、 子 育 て な ど の 課 題 解 決 を 図 り 、 魅 力 的 な 地 方 創 生 を 推

進 す る た め に 、 私 を 本 部 長 と す る 藤 崎 町 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 推 進 本 部 を 去 る 一 月 二 十 二 日 に 設 置 し た と こ ろ で あ り
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ま す 。 地 域 住 民 生 活 等 緊 急 支 援 交 付 金 に 対 し て の 取 り 組 み 状 況 と い た し ま し て は 、 地 域 消 費 喚 起 、 生 活 支 援 の 施 策 や 地

方 創 生 に 対 応 し た 施 策 等 を 各 課 か ら 提 案 し て い た だ き 、 推 進 本 部 に お き ま し て 実 施 計 画 を 決 定 し 、 本 定 例 会 に 補 正 予 算

案を上程しているところでございます。  

  なお、交付金事業の概要といたしましては、地域消費喚起、生活支援対策として町内の商店等で利用できる一冊一万二

千 円 分 の 商 品 券 を 一 万 円 で 発 行 す る プ レ ミ ア つ き 商 品 券 発 行 事 業 を 実 施 す る と と も に 、 子 育 て 世 帯 及 び 低 所 得 者 世 帯 に

は 商 品 券 を 五 千 円 引 き で 購 入 で き る 割 引 き 券 を 配 布 し 、 生 活 支 援 も あ わ せ て 実 施 し た い と 考 え て い る と こ ろ で ご ざ い ま

す 。 ま た 、 地 方 創 生 を 先 行 的 に 実 施 す る 事 業 と い た し ま し て は 、 町 の 人 口 ビ ジ ョ ン や 総 合 戦 略 の 策 定 事 業 を 初 め 、 観 光

振 興 に よ る 交 流 人 口 の 増 加 、 農 業 六 次 化 産 業 化 の 推 進 及 び 農 産 物 拠 点 づ く り と あ わ せ た 人 材 育 成 、 子 育 て 世 帯 支 援 等 の

少子化対策事業を重点的に実施したいと考えております。  

  いずれにいたしましても、地方創生関連の交付金の活用は各地方自治体のアイデア勝負になることが想定されることか

ら 、 事 業 の 成 果 に よ り そ の 町 の 魅 力 の 差 に も つ な が っ て い く こ と に な り ま す の で 、 こ の 地 方 創 生 を 町 の 魅 力 を ア ッ プ す

る最大のチャンスと捉え、人口減少対策などオール藤崎町で全庁的に推進してまいります。  

  以上、奈良議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  一番奈良完治君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより一番奈良完治君に再質問を許します。  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  一番目のイなんですけれども、一と二は関連がありますので、一括で質問させていただきます。ジオスミン、２メチル
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イ ソ ボ ル ネ オ ー ル 、 こ れ 二 つ が カ ビ 臭 と 呼 ば れ る 沼 、 湖 な ど で 富 栄 養 化 現 象 に 伴 っ て 発 生 す る 物 質 な ん で す け れ ど も 、

こ の 富 栄 養 素 を 分 解 す る に は 好 気 性 微 生 物 に よ る 分 解 が 主 流 の よ う に 思 い ま す 。 平 成 二 十 四 年 に 異 臭 問 題 が 発 生 し た と

き に 、 湖 底 に 散 気 装 置 に よ る 循 環 装 置 を 整 備 し た ん で す が 、 そ の 運 転 状 況 を お 尋 ね し ま す 。 今 現 在 、 つ ま り こ の 間 騒 が

れた時点で循環装置は稼働していたのかどうかをお尋ねします。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  散気装置、つまり湖水循環装置を通年で運転しているのかについてでありますけれども、この装置は国交省が企業団の

水 源 で あ る ダ ム 湖 に 四 基 配 置 し て お り ま す 。 そ れ で 、 そ の ダ ム 湖 の 湖 水 を 循 環 す る こ と で 水 温 を 下 げ 、 カ ビ 臭 の 発 生 原

因 で あ る 藍 藻 類 の 増 殖 を 抑 え る た め の 装 置 で あ り ま す け れ ど も 、 水 深 十 五 メ ー ト ル 付 近 か ら 循 環 し て お り ま し て 、 運 転

期 間 は ダ ム 湖 の 水 温 が 高 く な る 四 月 か ら 水 温 が 低 下 す る 十 月 末 ま で 、 原 則 四 カ 月 間 運 転 し て お り ま す 。 以 上 で ご ざ い ま

す。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  通常であれば当然、課長はご存じのとおり、処理場あたりは富栄養化、つまり下水道で汚水が流れてきた場合、一回、

流 量 調 整 槽 を 入 れ る わ け で す よ ね 。 そ の 時 点 か ら も う 好 気 性 の 微 生 物 に よ る 分 解 と い う 一 つ の 作 業 が あ る わ け で す け れ

ど も 、 そ こ ら 辺 は あ の 大 き な 湖 底 の 中 で は 津 軽 水 道 企 業 団 で は や っ ぱ り 考 え て い な い ん で し ょ う ね 。 低 温 の 水 を 上 に 上

げて、湖の中を温度循環させるような、そういう考えの装置ということで考えてよろしいんでしょうか。  
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○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  浄水の処理は下水道と違って、好気性の微生物を使っている生物処理はしておりません。したがいまして、異臭物質が

発 生 し た 場 合 、 活 性 炭 を 投 入 し て 、 そ の 活 性 炭 に 藍 藻 類 を 活 着 さ せ 、 沈 殿 さ せ る と い う 手 法 を と っ て お り ま す 。 以 上 で

ございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  富栄養化について引き続きなんですけれども、これは一つには家庭の雑排水、田畑からの流れ出る肥料などに含まれる

窒 素 や リ ン が 挙 げ ら れ ま す 。 そ こ で 、 こ れ は 上 流 域 に 家 畜 の 施 設 が あ り 、 そ の ふ ん 尿 処 理 水 が 流 入 し て い る よ う に ち ょ

っ と 聞 い た こ と が あ る ん で す け れ ど も 、 そ れ も 一 つ の 大 き な 要 因 で は な い か と は 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 の ご 見 解

をお聞かせください。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  上流域の家畜施設のふん尿処理水の流入が大きな原因ではないかというご質問でございますけれども、議員ご指摘のよ

う に 確 か に ダ ム 湖 周 辺 に は 養 鶏 場 、 養 牛 場 、 養 魚 場 等 が あ り ま し て 、 そ れ ら の ふ ん 尿 処 理 水 は 実 際 に は ダ ム 湖 に 流 入 し

て お り ま す 。 し か し な が ら 、 浅 瀬 石 川 ダ ム 水 質 保 全 対 策 委 員 会 の こ れ ま で の 分 析 で は 、 窒 素 と か リ ン 酸 の 濃 度 か ら し て 、
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畜産施設のふん尿処理水に占める割合は非常に低いというふうに結論づけられております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  一ナノグラムとは、私これちょっと調べたんですけれども、十億分の一グラム、一リットル当たり一ナノグラムとは十

億 万 リ ッ ト ル に 一 グ ラ ム 、 こ れ が 十 グ ラ ム 入 っ た だ け で 給 水 停 止 に 陥 る わ け で す け れ ど も 、 そ の 大 き さ と い え ば 藤 中 の

グ ラ ウ ン ド に 高 さ 十 メ ー ト ル ぐ ら い の 水 槽 と い う 形 か な と 自 分 で 考 え て い る ん で す け れ ど も 、 そ れ が た っ た 十 グ ラ ム 入

っ た だ け で 給 水 停 止 と い う 形 に 陥 る と い う こ と で す け れ ど も 、 平 成 二 十 七 年 度 に 恒 久 的 な 施 策 を 策 定 し て い く と い う こ

と で す が 、 責 任 あ る 関 係 市 町 村 と し て 、 こ れ 当 町 も 積 極 的 に 関 与 し て い っ て い た だ き た い と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の

辺のお考えをお聞かせください。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  お答えいたします。関係市町村として積極的に参画してもらいたいというご質問でございますけれども、企業団の恒久

施 設 整 備 計 画 で は 現 在 、 粉 末 活 性 炭 処 理 能 力 の 増 強 の ほ か に 、 さ ら な る 高 度 処 理 と し て オ ゾ ン 処 理 、 粒 状 活 性 炭 ろ 過 、

生 物 処 理 、 あ る い は こ れ ら の 組 み 合 わ せ な ど 、 さ ま ざ ま な 処 理 方 法 を 検 討 し て お り ま す 。 し た が い ま し て 、 企 業 団 で も

構 成 市 町 村 の 求 め る 水 質 基 準 と 施 設 整 備 、 そ れ に そ れ ら の 施 設 の 維 持 管 理 費 用 負 担 も あ る こ と か ら 、 構 成 市 町 村 そ れ ぞ

れの考え方を十分反映させ、集約する方向で検討するとしております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  
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  一番奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  それでは、質問を移らせていただきます。  

  この井水利用は、ロの大災害時の断水対策の（一）なんですけれども、井水利用は東日本大震災の際、全域が断水とな

り 、 市 民 へ の 給 水 が 長 期 的 に 困 難 に な っ た 茨 城 県 の 那 珂 市 で 積 極 的 に 推 進 し 、 現 在 、 水 戸 市 も 採 用 し て い る よ う で す 。

確 か に 、 当 町 は 他 市 町 村 に 先 駆 け 、 緊 急 時 用 浄 水 装 置 、 車 搭 載 用 給 水 タ ン ク 二 台 を 新 た に そ ろ え る な ど し て 防 災 意 識 は

高 く 、 町 長 の ご 理 解 も あ る と 思 い ま す 。 た だ 、 一 日 一 人 三 リ ッ ト ル 、 短 期 的 に は 可 能 の よ う に 思 い ま す 。 た だ 、 お 風 呂

は 無 理 と し て も 、 毎 日 の 、 例 え ば 被 害 が 局 地 的 に 起 こ っ た 場 合 な ん で す け れ ど も 、 排 便 排 尿 に も 当 然 水 が 必 要 に な る わ

け で し て 、 水 洗 ト イ レ は 用 を 足 し た 後 に 例 え ば バ ケ ツ 一 杯 ぐ ら い の 水 、 約 八 リ ッ ト ル あ れ ば 大 丈 夫 だ と 思 い ま す 。 そ れ

で 流 せ る と い う 形 に な る わ け で す け れ ど も 、 や っ ぱ り そ う い う 雑 水 も 確 保 し な け れ ば な ら な い と 思 う ん で す 。 で す の で 、

飲 用 水 だ け で は な く 、 消 雪 用 の 井 戸 な ど 、 軽 量 の 百 ボ ル ト の 発 電 機 で 動 く 井 戸 も 多 数 あ る と 思 い ま す 。 そ こ で 、 下 水 道

の 管 路 処 理 場 の 機 能 保 全 の 意 味 で も 一 度 調 査 し 、 地 図 と か に 登 録 し て 、 災 害 時 協 力 井 戸 と か の よ う な 形 の も の を 作 成 し

てはいかがかと思うんですけれども、その辺のお考えをお聞かせください。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  議員ご指摘のように、地震等発生から時間の経過とともに、飲用水のみならず、トイレの水、簡単な調理、入浴等の水

が 必 要 に な る と 思 わ れ ま す 。 水 道 の 耐 震 化 計 画 と 策 定 指 針 に よ り ま す と 、 災 害 時 に 必 要 と す る 水 の 量 は 地 震 発 生 時 か ら

三 日 ま で は 一 人 一 日 三 リ ッ ト ル 、 四 日 か ら 十 日 ま で は 一 人 一 日 当 た り 二 十 リ ッ ト ル 、 十 一 日 か ら 二 十 一 日 ま で は 一 人 一
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日 当 た り 百 リ ッ ト ル 、 そ し て 二 十 二 日 以 上 で は 一 人 一 日 当 た り 二 百 五 十 リ ッ ト ル と な っ て お り ま す 。 た だ 、 飲 用 水 以 外

の 水 を 確 保 す る た め 、 今 ご 指 摘 の 災 害 時 協 力 井 戸 等 を 登 録 し て 活 用 し た ら い か が か と い う ご 意 見 で ご ざ い ま す け れ ど も 、

災 害 時 は 下 水 処 理 施 設 そ の も の が 被 害 を 受 け て い る こ と も 考 え ら れ ま す の で 、 現 時 点 で は 緊 急 用 浄 水 装 置 と か で 水 を 確

保して、防災公園等に緊急用トイレ等を設置するほうが有効であろうかと考えております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  その辺はこれからまたいろいろ研究などしていきたいと思います。  

  ロの（二）水道施設の件で、高度浄水施設ではないということでしたので、私ちょっと見当違いしたのかなと思いまし

たけれども、それでは藤崎と常盤の配水池ありますよね。あれは耐震基準を満たしているんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  藤崎、常盤の両配水池は耐震基準を満たしているのかとのご質問でございますけれども、藤崎の配水池、すなわち西豊

田 浄 水 場 の 配 水 池 は 昭 和 五 十 六 年 に 竣 工 さ れ て お り ま し て 、 ま た 、 常 盤 浄 水 場 の 配 水 池 は 昭 和 六 十 一 年 に 竣 工 さ れ た も

の で ご ざ い ま す 。 最 新 の 耐 震 基 準 は 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 後 の 平 成 九 年 に 定 め ら れ た も の で あ る こ と か ら 、 想 定 さ れ る 地 震

が 東 日 本 大 震 災 程 度 の も の で あ れ ば 当 然 、 耐 震 基 準 を 満 た し て い な い と い う こ と に な り ま す け れ ど も 、 三 年 ほ ど 前 に 配

水 池 の 第 一 次 診 断 を 行 っ て ご ざ い ま す 。 そ の 結 果 、 震 度 五 強 程 度 で 倒 壊 す る 危 険 性 が あ る と い う ふ う に 指 摘 さ れ て お り

ますけれども、詳細については第二次診断を行う必要があろうかと考えております。以上でございます。  
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○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  今話題になっている南海トラフだけでなく、今また北海道の太平洋沖大地震もいろいろ想定されている、これ一次の調

査 で は な く 、 早 目 に 震 度 五 強 、 今 も う 六 と か い う 数 字 が 出 て き て い る 世 の 中 で す の で 、 早 急 な 耐 震 調 査 、 こ れ や る 必 要

があるかと思うんですけれども、その辺の、もう一回ご見解をお聞かせください。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（幸田信雄君）  

  北海道太平洋沖大地震、早急な耐震調査をとのことでございますけれども、今、上下水道課では水道資産評価システム

構 築 事 業 、 あ る い は ま た 水 道 ビ ジ ョ ン 、 そ れ に 水 道 事 業 ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト を 策 定 中 、 あ る い は 策 定 予 定 で あ り ま し

て 、 そ れ に よ っ て 施 設 の 老 朽 度 や 財 務 状 況 を 勘 案 し て 、 今 後 の 水 道 施 設 の 耐 震 化 の 必 要 性 を 判 断 し て ま い り た い と 考 え

ております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  ぜひ早目に何とかよろしくお願いいたします。  

  それでは、質問を移らせていただきます。がん検診についての一番の検診対象者の計算方法なんですけれども、その前

に 、 こ こ に ち ょ っ と も ら っ た 資 料 あ る ん で す け れ ど も 、 平 成 二 十 七 年 度 藤 崎 町 検 診 の 申 し 込 み に つ い て な ん で す け れ ど
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も 、 こ の 対 象 者 の と こ ろ に 米 印 、 社 保 本 人 、 社 保 保 有 の 方 は 町 の 検 診 と し て は 特 定 健 診 を 受 け る こ と は で き ま せ ん と 書

い て い る ん で す け れ ど も 、 裏 側 を 見 る と 、 上 の ほ う な ん で す け れ ど も 、 協 会 健 保 連 、 共 済 組 合 な ど の 被 扶 養 者 の 方 は 集

団 健 診 で 特 定 健 診 が 受 診 可 能 で す と 書 い て い ま す 。 こ れ 、 ち ょ っ と 紛 ら わ し い と 思 う ん で す け れ ど も 。 課 長 、 こ れ 、 ど

うお考えですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  奈良議員の再質問にお答えを申し上げます。ただいまの特定健診の件につきましては、町のがん検診とともに健康推進

員 の 方 に 各 住 民 の 方 か ら の 申 し 込 み を と っ て い た だ い て い る も の で あ り ま し て 、 そ の 資 料 と し て た だ い ま 奈 良 議 員 が お

示 し し た 申 し 込 み 、 そ の 他 の 用 紙 が 配 布 さ れ て い る も の で あ り ま す 。 こ の 中 で 、 た だ い ま 奈 良 議 員 が ご 指 摘 さ れ た 特 定

健 診 で ご ざ い ま す が 、 こ れ は が ん 検 診 と と も に 問 診 、 尿 検 査 、 血 液 検 査 、 心 電 図 、 眼 底 検 査 な ど を 行 う 検 査 で あ り ま し

て 、 基 本 的 に は 医 療 保 険 加 入 者 が 、 つ ま り 町 で あ り ま す れ ば 自 営 業 者 、 農 家 の 方 で す と 国 保 、 そ れ か ら 我 々 で あ れ ば 共

済 組 合 、 そ の 保 険 者 が 基 本 的 に は 実 施 す る も の と 、 そ れ が 国 の 法 律 で 定 め ら れ て ご ざ い ま す 。 そ し て 、 基 本 的 に 町 で は

国 保 の 対 象 者 と 、 そ れ か ら 六 十 五 歳 以 上 の 後 期 高 齢 者 の 医 療 の 方 を 対 象 に し た 青 森 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 の 対 象 に

な っ て い る 方 を ま ず 検 診 の 対 象 と し て お り ま す 。 し か し な が ら 、 集 団 検 診 に 関 し て は 、 皆 様 も ご 存 じ の と お り 、 検 診 車

が 各 町 内 等 で 検 診 を 実 施 し て お り ま し て 、 青 森 県 総 合 健 診 セ ン タ ー に 委 託 し て い る わ け で ご ざ い ま す 。 同 じ よ う に 、 青

森 県 総 合 健 診 セ ン タ ー は 、 例 え ば 共 済 組 合 、 そ れ か ら 健 保 連 、 そ の 他 の 組 合 に も 委 託 を 受 け て い る と こ ろ が ご ざ い ま す 。

よ っ て 、 そ う い う と こ ろ に 加 入 さ れ て い る 方 が そ の 検 診 車 を 利 用 す る こ と も で き ま す こ と か ら 、 こ う い う 記 載 に な っ て

い る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 済 み ま せ ん 、 非 常 に わ か り づ ら い も の で あ り ま す が 、 こ れ で も 前 か ら 比 べ れ ば か な り 簡
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素 な 説 明 で わ か り や す く 直 し た と い う 我 が ほ う の 考 え 方 で も ご ざ い ま す が 、 一 方 で は 余 り に も 短 く す れ ば 住 民 の ほ う か

ら 何 が 何 だ か わ か ら な い と い う こ と も ご ざ い ま す の で 、 そ の よ う に な っ た も の で ご ざ い ま す 。 何 と ぞ ご 理 解 い た だ き た

いと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  かなりこれ、いろいろ研究して、今、課長のお話のとおりわかりやすくしているんですけれども、ここの部分、ちょっ

とわかりづらいかなと思いますので、その辺お考えください。  

  あと、先ほど町長の答弁の中に、女性を対象に二年に一回実施とありますが、がんは最低一年に一回、親族とかに罹患

者 が い る 場 合 は 半 年 に 一 回 の 受 診 が 必 要 と い う ふ う に 言 わ れ て い ま す が 、 こ の 部 分 と し て の 町 の 見 解 、 果 た し て 二 年 に

一回でいいのかどうか、これ国の政府が決めたことではなく、町の見解としてのご意見を伺いたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  国のほうでは、子宮がんにつきましては二十歳以上の方を対象に二年に一度、それから乳がんについては四十歳以上の

方 を 対 象 に 二 年 に 一 度 と い う こ と で 、 我 が ほ う は そ れ に 基 づ い て 実 施 し て い る わ け で ご ざ い ま し て 、 国 の 中 に も た だ し

書 き が あ り ま し て 、 で き る な ら ば 毎 年 や っ た ほ う が い い よ と い う こ と に な っ て お り ま す 。 た だ 、 国 の ほ う の 、 町 長 の 答

弁 の 中 に も あ り ま し た が 、 国 の が ん 対 策 の 指 針 の 中 に は 二 年 に 一 度 と い う こ と が 書 か れ て ご ざ い ま し て 、 そ れ に 基 づ い

て 我 が ほ う も や っ て い る と い う 実 情 で あ り ま す 。 で き る だ け や り た い の も や ま や ま で あ り ま す が 、 そ う い う 国 の ほ う の
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医学的な見地も踏まえて実施しているということをご理解いただきたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  それこそ長寿日本一を目指し、健康な藤崎町民に長生きしてもらうためには、やっぱりこの辺も少し今度いろいろ検討

の余地があるのではないかと思います。  

  あと、大体、厚労省のキャンペーンで五〇％というのが国の目標なんですけれども、当町は先ほど聞くと三六とか二六、

四 〇 ・ 五 と か 、 そ れ ぐ ら い の パ ー セ ン ト な ん で す け れ ど も 、 普 通 に 考 え れ ば 、 私 も そ う だ っ た ん で す け れ ど も 、 検 診 と

い う も の に 対 す る 考 え 方 が ま だ 浸 透 し て い な い の か な と 思 う ん で す け れ ど も 、 町 と し て そ の 辺 、 検 診 率 、 高 い 低 い と い

え ば 、 普 通 一 〇 〇 と い う の が 完 全 で 八 〇 ％ が 高 い 、 五 〇 ％ は ま あ ま あ 、 四 〇 ％ 以 下 は 低 い と い う ふ う に 私 は 思 う ん で す

けれども、その辺、町としての見解はいかがなものでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  専門的なことは福祉課長が後ほど答えると思っています。  

  まず、病気というのは持って生まれた体が多少なりとも過度にアルコール飲んだり、たばこ吸ったり、あるいは食生活

も 乱 れ た り し て 病 気 が な っ て い く と い う こ と 、 奈 良 完 治 議 員 が お っ し ゃ る の は 十 分 わ か る し 、 理 解 も し て い ま す け れ ど

も 、 町 で は で き る 範 囲 で 町 の 健 康 推 進 員 と か い ろ ん な 関 係 各 位 の 力 量 も パ ワ ー ア ッ プ を か り な が ら も 町 民 に は 訴 え て い

ま す 。 た だ 、 申 し 込 む の は 個 人 的 に 町 民 な ん で す ね 。 で す か ら 、 も っ と も っ と 早 期 発 見 、 早 期 治 療 で 長 寿 命 に な っ て い
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く ん だ と 、 検 診 ば か り で な く 、 一 概 的 に 食 生 活 も 、 あ る い は 私 が 一 番 重 い の で 、 県 内 で 一 番 重 い 首 長 で す の で 、 あ ん ま

り 説 得 力 な い で す け れ ど も 、 バ ラ ン ス と れ た 運 動 、 こ れ も ひ っ く る め て 、 多 く の 機 会 を 見 て 町 民 に は 発 信 し て い き た い

と思っております。  

  あと、専門的なことは福祉課長が答弁します。  

○議長（野呂日出男君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  お答え申し上げます。まず、五〇％云々という話でありますが、国のがん対策基本法に基づくがん対策推進基本計画の

中 で は 、 胃 が ん 、 肺 が ん 、 大 腸 が ん 、 乳 が ん 検 診 の 受 診 率 を 五 年 以 内 に 五 〇 ％ 、 た だ し 胃 、 肺 、 大 腸 は 当 面 四 〇 ％ を 目

標 と す る と い う こ と が 定 め ら れ て ご ざ い ま し て 、 そ う い う 意 味 か ら も 町 と し て も 五 〇 ％ を ま ず 目 標 に し て い る と い う こ

とであります。  

  それから、受診率の低さということでのご指摘というか、見解はどうなんだということなのですが、以前、保健師がが

ん 検 診 や 特 定 健 診 の 未 受 診 者 、 い わ ゆ る 検 診 を 受 け て い な い 方 々 か ら 聞 き 取 り を い た し ま し た 。 そ う い う こ と が ご ざ い

ま す 。 そ の 中 で 、 ご 回 答 い た だ い た 中 か ら 若 干 披 露 い た し ま す れ ば 、 面 倒 だ 、 病 院 に 通 院 し て い る か ら い い 、 自 覚 症 状

が な い 、 怖 い 、 仕 事 で 時 間 が な い 、 検 診 に 時 間 が か か る な ど の 理 由 が 挙 げ ら れ て ご ざ い ま し た 。 し か し な が ら 、 検 診 は

自 覚 症 状 が あ っ て か ら 病 気 が 出 て は も う だ め な わ け で あ り ま し て 、 病 気 の 早 期 発 見 、 早 期 治 療 を 目 指 し 、 そ れ か ら 完 治

を 目 指 す こ と が ま ず 目 的 で ご ざ い ま す の で 、 町 長 も た だ い ま ご 答 弁 の 中 に ご ざ い ま し た が 、 住 民 へ こ う い う こ と だ と い

うことでこれからも健康教育に努めてまいりたいと思います。  

  それから、仕事で時間がないことや検診の待ち時間のことにつきましては、現在も実施しておりますが、休日検診をさ
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ら に こ れ か ら ま た 広 げ て い く と 。 そ れ か ら 、 待 ち 時 間 に つ い て も 、 こ れ を う ま く 事 務 対 応 す る よ う に こ れ か ら 検 討 し て

まいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  先ほど言った日本人に二人に一人ががんになる、生涯がんに罹患する確率は男性が五八％、女性が四三％、また五十歳

を 過 ぎ る と グ ラ フ が 急 に ぐ わ っ と 上 が る と い う デ ー タ も あ り ま す 。 あ る 自 治 体 で は ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー に 検 診 を 受 け ま

し ょ う と か い う よ う な 宣 伝 を し て 検 診 率 を 上 げ た と 、 こ の 間 テ レ ビ の 報 道 に 出 て い ま し た 。 で す の で 、 私 、 仕 事 柄 な ん

で す け れ ど も 、 安 全 対 策 は 三 く と い い ま す 。 も う と に か く 安 全 の 標 語 を 、 そ れ か ら 自 分 た ち で 話 し す る こ と も 三 く 、 繰

り 返 し 、 く ど く 、 苦 情 が 来 る ぐ ら い 、 こ の ぐ ら い や っ て 、 あ る 程 度 労 働 災 害 を ぐ わ っ と 今 下 げ て い る よ う な 状 況 で す 。

各 職 人 は 本 当 に 、 も う わ が っ て る じ ゃ 、 い い じ ゃ 、 そ っ た の も う や ね く て も い い ぐ ら い 、 そ れ で も や っ ぱ り 各 事 業 所 ご

と に そ の ぐ ら い や っ て い ま す 。 で す の で 、 そ れ を そ の ま ま 検 診 に 移 す と い う の は ち ょ っ と 不 可 能 か と 思 い ま す け れ ど も 、

や っ ぱ り 繰 り 返 し の 中 で 啓 蒙 を 深 め て い く 、 そ れ か ら ト イ レ ッ ト ペ ー パ ー な り 標 語 な り を い ろ ん な ポ ス タ ー に し 、 い ろ

ん な と こ ろ に 、 今 以 上 に 張 っ て い く よ う な 、 そ う い う 施 策 も 大 事 か と 思 い ま す 。 先 ほ ど 町 長 か ら ご 見 解 を 伺 い ま し た の

で、今のこれに関しては私からのお願いということで、この質問は終わらせていただきます。  

  続きまして、石破大臣のコメントなんですけれども、これ平成二十六年十一月二十一日付で地方創生、大きな一歩を踏

み 出 す 、 こ れ 読 ん で い る と ち ょ っ と 時 間 な く な り ま す の で 、 は っ き り 申 し 上 げ て 、 メ ッ セ ー ジ と い う の は 大 体 最 後 に 本

音 が 出 て く る も の で 、 そ れ を 要 約 す る と キ ー ポ イ ン ト は 二 つ 、 最 後 、 新 し い 国 の 形 づ く り 、 次 世 代 を 担 う 世 代 の た め に 、

こ の 二 つ が キ ー ポ イ ン ト の よ う に 思 い ま す 。 新 し い 国 の 形 づ く り 、 次 世 代 の た め と い う の は 、 要 は 旧 態 依 然 の 産 業 の 活
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性 化 を 図 り 、 農 工 商 業 を 問 わ ず 、 生 産 品 目 な ど の 見 直 し 開 発 を 図 り 、 市 場 原 理 の 導 入 に よ る 新 た な 農 工 商 業 の 新 産 業 化 、

そ し て そ の 新 産 業 化 の 中 で の 若 い 人 た ち の 雇 用 、 就 農 を 促 進 し 、 子 供 た ち を 育 て て も ら い 、 高 齢 者 の 比 率 を 下 げ 、 Ｇ Ｄ

Ｐを維持していくと私は理解しているんですが、町長のご見解はいかがなものでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  政権政党である自民党の前幹事長がその初代の大臣になったということで、今、四十七都道府県には千七百十八の市町

村 が ご ざ い ま す 。 地 方 で 仕 事 が な い か ら 、 教 育 を 受 け て も 首 都 圏 に 行 く 、 あ る い は 中 部 圏 に 行 く 、 あ る い は 近 畿 圏 に 行

く 、 そ れ が 今 ま で の 国 の 大 体 の 形 勢 で あ っ た の か な と 。 そ れ を 、 地 方 で も ち ゃ ん と 三 代 に わ た っ て 親 子 が そ の 地 域 を 愛

し な が ら 手 を 携 え て 、 こ れ か ら そ こ で も 生 活 で き る よ う な 日 本 に し て い く ん だ と い う こ と で 、 こ の ふ る さ と 創 生 が 立 ち

上がったと理解してございます。  

  うちほうは、昨年その石破大臣の会見を受けて、正月明けからもう対策本部を設置して、もう二回ほど会議を実施しま

し た 。 そ の 中 で は 、 こ れ に か か わ る 先 行 型 の ほ う で 各 担 当 課 か ら の プ ラ ン を 持 ち 寄 っ て 出 し て い た だ い て 、 そ れ を 予 算

づ け し て い く た め の プ ラ ン と い う こ と で 先 ほ ど 答 弁 し た 柱 を こ れ か ら や っ て い く と い う こ と で ご ざ い ま す 。 極 め て 基 幹

産 業 が 農 業 で あ る 我 が 町 で ご ざ い ま す の で 、 今 ま で の 農 業 は 農 業 と し て こ れ か ら も 盛 ん に し て く わ け で ご ざ い ま す け れ

ど も 、 今 ま で の 形 態 に 甘 ん じ る こ と な く 、 例 え ば 六 次 化 産 業 、 そ う い う 思 い で 、 拠 点 づ く り と い う 思 い で 、 二 十 四 年 度

就 任 し て 間 も な く 立 ち 上 げ て 、 我 が 町 の 活 性 化 の た め に こ れ を や っ て い く よ と い う こ と で い ろ い ろ 準 備 し て い る と こ ろ

で ご ざ い ま す 。 そ う い う 面 で は 、 議 員 各 位 か ら も す ば ら し い ア イ デ ア 、 支 援 、 そ し て ご 提 言 を こ れ か ら い ろ い ろ い た だ

き た い と 。 そ し て 、 全 庁 挙 げ て 、 そ れ か ら 全 関 係 団 体 を 巻 き 込 ん だ 形 で の ふ る さ と 創 生 に 邁 進 し て い き た い と い う 思 い
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でございます。よろしくお願いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○一番（奈良完治君）  

  それこそその中身についていろいろご検討なさり、この間、全員協議会のときにこのまち・ひと・しごと創生法に基づ

く 施 策 に つ い て と い う こ と で 、 こ れ 資 料 渡 さ れ て い ま す 。 私 も 目 を 通 し ま し た け れ ど も 、 今 現 在 の 中 で は や は り や っ て

い け る の か 、 や っ て も ら わ な い と い け な い な と い う ふ う な 事 業 概 要 だ と 思 い ま す 。 い ろ ん な 、 二 、 三 あ っ た ん で す け れ

ど も 、 プ レ ミ ア ム 商 品 券 に つ い て は と に か く 地 域 の 経 済 活 性 化 の た め に 何 と か 早 目 に や る こ と に つ い て は 何 ら 質 問 と か

ございません。早目に施行していただきたいと思います。  

  交通ネットワークとか、それから総合戦略の中での審議会とか、ちょっと聞きたかったんですけれども、まだ準備段階

と 思 い ま す の で 、 こ れ 六 月 ま で と っ て お い て 、 三 月 二 日 に 、 ま た 東 奥 日 報 さ ん の を や っ て 大 変 迷 惑 な ん で す け れ ど も 、

石 破 地 方 創 生 相 、 本 紙 単 独 イ ン タ ビ ュ ー と い う の が あ り ま す 。 本 県 の 六 次 産 業 化 も 期 待 と い う ふ う に 新 聞 に 載 っ て い る

わ け で す け れ ど も 、 こ こ で も 最 後 の 部 分 に や は り 思 い が 載 っ て い ま す 。 ち ょ っ と 時 間 な い で す け れ ど も 、 読 ま せ て い た

だ き ま す 。 地 方 は そ れ ぞ れ 特 徴 を 生 か し た ま ち づ く り を 進 め る べ き と し 、 国 家 戦 略 特 区 を 使 っ て ほ し い 、 新 潟 で は 農 業

特 区 が ス タ ー ト す る 、 青 森 で も や っ て み た い こ と が あ れ ば 手 を 挙 げ て 、 雪 が 降 ら な け れ ば 地 吹 雪 ツ ア ー は な か っ た 、 マ

イ ナ ス を プ ラ ス に 変 え る 発 想 も 必 要 。 こ の 発 言 を 見 て わ か る と お り 、 こ の 広 大 な 津 軽 平 野 の 農 地 で 勝 負 し ろ と 、 克 雪 を

し て 冬 の 農 業 も 視 野 に 入 れ 、 お 米 以 外 で も 野 菜 、 花 卉 で も 勝 負 し ろ 、 お ま え た ち が 考 え 、 お ま え た ち が こ の 地 域 に 産 業

を 新 し い も の を つ く っ て 、 自 分 た ち で 再 生 し て い け よ と い う 強 い メ ッ セ ー ジ の よ う に 思 い ま す 。 こ の 津 軽 地 方 は リ ン ゴ 、

ニ ン ニ ク 、 米 、 い ろ い ろ あ る わ け で す け れ ど も 、 ど う し て も 雪 の ハ ン デ と か 首 都 圏 か ら 遠 い と い う こ と が あ り ま す 。 た
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だ 、 そ れ を そ れ だ け の 考 え で は な く 、 発 想 転 換 を し 、 市 場 原 理 を 考 え 、 や っ ぱ り そ れ を 指 導 し て い く の は 行 政 で も あ る

よ と い う こ と を 石 破 大 臣 は 言 っ て い る と 思 う ん で す け れ ど も 、 最 後 に も う 一 回 、 町 長 の 思 い 、 も し く は 見 解 を お 聞 か せ

ください。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  先ほどもちょっとした、かみ砕いたお話はさせてもらいましたけれども、ふるさと創生にかかわることは、そこの地域

の い わ ゆ る ア イ デ ア 、 企 画 立 案 、 そ れ か ら 実 行 力 、 そ れ に 伴 っ て 、 恐 ら く 市 町 村 間 の 差 が 出 て く る か も し れ ま せ ん 。 で

す か ら 、 周 到 な 準 備 を す る の は 事 務 方 も そ う で す が 、 や っ ぱ り 議 員 の 皆 さ ん も 、 あ る い は 町 内 に こ こ に 住 む 人 々 、 産 業

会 も い れ ば 商 工 会 も い れ ば 工 業 の 人 も い ま す け れ ど も 、 い ろ ん な 人 の ア イ デ ア を 出 し な が ら 、 こ の 藤 崎 町 を ど う 将 来 に

結 び つ け る か と い う の が 非 常 に 不 退 転 の 決 意 を 持 っ て や ら な け れ ば な ら な い と い う 思 い が ご ざ い ま す 。 よ っ て 、 四 月 か

ら 対 策 室 を 準 備 し て 、 そ れ に 向 か っ て い く と い う こ と で ご ざ い ま す 。 そ の 対 策 室 の 横 に は 、 や っ ぱ り い ろ ん な 団 体 の ト

ッ プ の 経 営 感 覚 を 持 っ た 人 た ち の 意 見 も 巻 き 込 ん だ 形 で の 協 議 会 も 立 ち 上 げ る べ き だ と 思 っ て お り ま す の で 、 今 後 と も

多 く の 町 民 、 そ し て 議 員 各 位 の 皆 さ ん の い ろ ん な 意 味 で の ア イ デ ア を 活 用 し な が ら 、 活 力 あ る 藤 崎 町 を 推 進 し て い き た

いという思いでございます。ありがとうございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  これで奈良完治君の一般質問は終了いたしました。  

  次に、十三番浅利直志君に一般質問を許します。  

  十三番浅利直志君。  
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〔十三番  浅利直志君  登壇〕  

○十三番（浅利直志君）  

  改めまして、おはようございます。  

  ことしは合併十年、そして東北大震災から四年、そして戦後七十年の節目の年であります。昨年十二月に実施された総

選 挙 で 、 ア ベ ノ ミ ク ス の 信 を 問 う と い う こ と で 安 定 多 数 を 得 た 安 倍 内 閣 は 、 力 強 く 背 中 を 押 し て い た だ い た な ど と 述 べ

て 、 ア ベ ノ ミ ク ス な る も の を さ ら に 推 し 進 め よ う と し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 し か し 、 国 の 形 で あ り ま す 例 え ば 武

器 輸 出 三 原 則 の 緩 和 や 、 あ る い は 現 在 検 討 さ れ て い る 集 団 的 自 衛 権 の 行 使 を 自 衛 隊 の 主 た る 任 務 に す る こ と 、 戦 争 を で

き る 国 づ く り 、 あ る い は ま た 原 発 再 稼 働 な ど の 主 要 な 主 な る 政 策 に 対 し て 、 ど れ も が 世 論 調 査 に お い て は 国 民 の 五 割 、

六 割 が 反 対 し て い る こ と は 明 白 で は な い で し ょ う か 。 あ た か も 全 て の 政 策 の 実 行 に 白 紙 委 任 を 得 て い る よ う な あ り さ ま

で は な い で し ょ う か 。 選 挙 に 勝 て ば 全 て 正 当 化 さ れ る ご と き 振 る 舞 い や 言 動 に つ い て 、 い わ ば 恐 ろ し さ 、 危 惧 を 感 ず る

の は 私 だ け で あ り ま し ょ う か 。 戦 後 日 本 の 積 み 上 げ て き た 憲 法 を 生 か し た 国 際 的 な 信 頼 が 失 わ れ る の は ま こ と に 残 念 で

あ り 、 嘆 か わ し い こ と で あ る と 思 い ま す 。 私 、 浅 利 直 志 、 日 本 共 産 党 は 安 倍 内 閣 の 暴 走 に 立 ち 向 か い 、 暴 走 ス ト ッ プ の

ため力を尽くしていくつもりでございます。  

  また、昨年、米価の暴落、政府が米支払交付金を半減し、米価変動補塡給付金を廃止したため、生産者、認定農業者に

お き ま し て も 二 重 三 重 の 困 難 を も た ら し 、 地 域 経 済 の 今 後 に も 大 き な 影 響 を 与 え て い る も の で あ り ま す 。 Ｔ Ｐ Ｐ 参 加 、

農 産 物 の 関 税 撤 廃 の 地 な ら し と も 言 え る Ｊ Ａ 全 中 へ の 攻 撃 、 こ れ は 協 同 組 合 の 役 割 を い わ ば 無 視 し た も の に ほ か な ら な

い の で は な い で し ょ う か 。 農 協 が 地 域 社 会 で 担 っ て い る 役 割 を い わ ば 解 体 し 、 共 済 事 業 、 信 用 事 業 な ど を 日 本 と ア メ リ

カ の 金 融 資 本 参 入 へ の 道 を 開 く お そ れ が あ る も の で あ り ま す 。 藤 崎 町 と し て も 、 今 後 と も 二 つ の 農 協 と 協 力 、 協 働 し な

が ら 、 あ る い は ま た 東 京 マ イ コ ー プ な ど と の 連 携 を 強 め 、 さ ら に 農 産 物 の 販 路 の 拡 大 に 努 力 し て い く こ と が 求 め ら れ て
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いるのではないでしょうか。  

  さて、平成二十六年度におきましては、常盤小学校、水上団地住宅、北分署の建設や西豊田温泉の改築など、着実に実

施してきたところでございますが、改めて町長に一般質問をいたします。  

  町長にお聞きいたします。藤崎町における平成二十七年度予算における重点的施策と事業についてお聞きいたします。  

  次に、町長の政治姿勢と取り組みの基本姿勢について質問いたします。  

  ことしは、合併十年目の節目の年であります。本年、平成二十七年一月末現在、藤崎町の人口は一万五千六百人ほど、

約 五 千 八 百 世 帯 と な っ て お り ま す 。 こ の 十 年 間 で 千 人 余 り の 人 口 減 少 で あ り ま す 。 昨 年 、 民 間 団 体 で あ る 日 本 創 成 会 議

が 県 内 の 四 十 市 町 村 中 、 三 十 五 自 治 体 が 将 来 的 に 消 滅 す る 可 能 性 が あ る と い う 報 告 や 、 あ る い は ま た 二 十 代 と 三 十 代 の

女 性 が 半 分 以 下 に な る と 推 定 さ れ る 自 治 体 と い う も の を 発 表 い た し ま し て 、 多 く の 自 治 体 に 大 き な 深 刻 な 影 響 を 与 え て

い る と こ ろ で あ り ま す 。 将 来 の ま ち づ く り に と っ て も 今 後 の 課 題 の 大 事 な 柱 の 一 つ で は な い で し ょ う か 。 人 口 減 少 、 特

に 若 い 世 代 の 人 口 の 減 少 、 小 中 学 生 の 減 少 の 原 因 は 多 く の 町 民 が 日 ご ろ か ら 感 じ て い る と こ ろ で あ り ま す け れ ど も 、 こ

の 人 口 減 少 、 消 滅 自 治 体 が 発 生 す る と い う 可 能 性 の あ る 自 治 体 が 多 く 生 ま れ て い る と い う 状 況 を 生 み 出 し て き た 要 因 を

どこにあると町長はお考えなのか、お聞きするものであります。  

  あわせて、本定例会補正予算にも提案されている地方創生関連事業三千五百万円、あるいはこれらについては従来の各

省 庁 の 焼 き 直 し や 寄 せ 集 め で は な い か と い う 、 全 国 の 市 町 村 長 の 間 に あ る 疑 問 や 不 安 が あ る わ け で あ り ま す け れ ど も 、

藤 崎 町 と し て 人 口 減 少 問 題 の 克 服 、 若 い 世 代 の 雇 用 創 出 、 Ｕ タ ー ン や Ｉ タ ー ン な ど の 創 出 、 藤 崎 版 総 合 戦 略 、 ま ち ・ ひ

と ・ し ご と 創 生 長 期 ビ ジ ョ ン の 策 定 に 一 千 百 万 円 ほ ど 予 算 計 上 さ れ て い る わ け で あ り ま す が 、 ど の よ う に 対 応 し 、 取 り

組みしていくのか、町長に質問いたします。  

  昨年六月、教育委員会制度を定める地方教育行政の組織と運営に関する法律が半世紀ぶりに改定されました。本年四月
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か ら 施 行 さ れ る 教 育 委 員 会 制 度 改 定 に 伴 い 、 開 催 さ れ る 総 合 教 育 会 議 に つ い て 、 町 長 は ど の よ う な 認 識 で 取 り 組 む の か

に つ い て 質 問 い た し ま す 。 も と も と 教 育 委 員 会 は 戦 後 教 育 の 政 治 的 利 用 を 避 け 、 政 治 的 中 立 性 と 独 立 性 を 確 保 す る 自 治

組 織 と し て 、 行 政 か ら 独 立 性 あ る 組 織 と し て ス タ ー ト し ま し た 。 戦 後 幾 多 の 多 く の 自 治 体 で 戦 後 半 世 紀 た つ 中 で 、 教 育

委 員 会 の 形 骸 化 や 保 護 者 か ら の 批 判 も 受 け る よ う な 事 態 も 生 ま れ て き ま し た 。 特 に 二 〇 一 一 年 の 大 津 市 い じ め 自 殺 問 題

に 対 す る 教 育 委 員 会 の 対 応 、 こ れ ら の 批 判 を 受 け て 、 一 時 は 教 育 委 員 会 廃 止 案 ま で 飛 び 出 し た 経 緯 が あ り ま し た が 、 今

回の改定に町長としてはどのように取り組むのか、その認識をお伺いしたいと思います。  

  次に、憲法は義務教育は無償であるとされていますが、現実には教科書などの無償配布などにとどまっている感を禁じ

得 な い と こ ろ で あ り ま す 。 現 在 、 非 正 規 雇 用 の 拡 大 や シ ン グ ル マ ザ ー 、 シ ン グ ル フ ァ ザ ー の 増 大 に よ り 、 経 済 的 に 困 窮

す る 家 庭 も ふ え て お り ま す 。 藤 崎 町 に お き ま し て も 、 町 民 税 非 課 税 世 帯 二 千 三 百 世 帯 も あ る と い う 現 状 だ と 聞 い て お り

ま す 。 子 供 た ち が 安 心 し て 教 育 を 受 け る た め 、 そ の 助 成 制 度 と し て 就 学 援 助 制 度 が あ り ま す 。 こ の 就 学 援 助 制 度 の 藤 崎

町 で の 利 用 者 数 の 実 態 と 、 就 学 援 助 制 度 の 支 援 内 容 に Ｐ Ｔ Ａ 会 費 や 生 徒 会 費 な ど を 支 給 対 象 に 加 え る こ と に つ い て 、 ど

のような認識なのかどうか、取り組み姿勢なのかどうか、質問するものであります。  

  最後に、昨年六月、国会におきまして小規模企業振興基本法が成立いたしました。国、自治体が従業員二十人以下の小

規 模 企 業 の 支 援 を 定 め た 、 い わ ば 新 法 で あ り ま す 。 そ こ で 、 町 長 に お 聞 き い た し ま す 。 リ フ ォ ー ム 関 連 事 業 や 仕 事 起 こ

し 、 消 費 喚 起 の た め に も 、 住 宅 リ フ ォ ー ム 助 成 事 業 を 復 活 す る 取 り 組 み も 有 効 な 施 策 だ と 思 わ れ ま す が 、 町 長 は 住 宅 リ

フォーム助成事業を復活し、取り組むつもりなのかどうか、町長の見解をお示ししていただきたいと思います。  

  以上、登壇にての一般質問といたします。町長初め理事者、担当課長におかれましては簡潔明瞭な答弁を求めて、一般

質問とさせていただきます。  

○議長（野呂日出男君）  
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  十三番浅利直志君の一般質問に対する答弁を求めます。  

  町長平田博幸君。  

〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  冒頭、浅利議員におかれましては国政のことをいろいろお話ありましたけれども、それについては通告ないので、答弁

は 差 し 控 え た い と 思 い ま す 。 た だ 、 マ イ コ ー プ 東 京 と い う 生 協 の お 名 前 出 て き ま し た け れ ど も 、 我 が 町 は 古 く か ら パ ル

シ ス テ ム と い う 関 東 エ リ ア で 二 番 目 に 大 き い 、 マ イ コ ー プ は 一 番 目 に 大 き い 生 協 さ ん で あ り ま し て 、 パ ル シ ス テ ム さ ん

と の い ろ い ろ な 取 引 ご ざ い ま す 。 先 般 、 一 月 十 四 日 、 新 年 賀 詞 交 換 会 に 農 政 課 長 、 そ し て 常 盤 農 協 さ ん の 皆 さ ん と 、 ま

た山本伸司連合会理事長さんとか野々山東京理事長さんとご挨拶してきたところでございます。  

  それでは、初めに予算編成についてのイの平成二十七年度予算における重点的施策と事業についてでありますが、当町

を 取 り 巻 く 財 政 状 況 は 財 源 の 多 く を 地 方 交 付 税 や 国 庫 支 出 金 な ど の 依 存 財 源 に 頼 る 脆 弱 な 財 政 構 造 に あ り ま す 。 平 成 二

十 四 年 度 以 降 、 毎 年 、 財 源 と し て 一 部 の 基 金 を 取 り 崩 す な ど 、 厳 し い な が ら 工 夫 し た 財 政 運 営 に 努 め て い る と こ ろ で ご

ざ い ま す 。 ま た 、 町 全 体 の 地 方 債 残 高 は 、 平 成 二 十 五 年 度 末 現 在 、 一 般 会 計 、 特 別 会 計 合 わ せ て 百 九 十 六 億 円 に 上 り 、

あ わ せ て 今 年 度 か ら の 普 通 交 付 税 の 段 階 的 な 減 額 や 年 々 財 源 不 足 が 深 刻 化 す る こ と が 明 ら か に な っ て お り 、 関 連 す る 財

政 健 全 化 法 に 基 づ く 指 標 も 決 し て 良 好 と は 言 え な い 状 態 と な っ て お り ま す 。 こ の よ う な 厳 し い 状 況 下 に あ っ て 、 人 口 規

模 に 見 合 っ た 行 政 の ス リ ム 化 の た め 、 事 務 事 業 の 見 直 し を 進 め る 一 方 、 町 政 の 活 性 化 と 住 民 福 祉 向 上 の た め の 施 策 を 全

庁 一 体 と な っ て 取 り 組 む よ う 努 め た 当 初 予 算 編 成 で あ り 、 私 の ス ロ ー ガ ン で あ る 、 子 供 や 若 者 た ち に 夢 と 希 望 を 与 え る

町 、 高 齢 者 や 障 害 者 に 思 い や り の あ る 町 、 そ し て 町 民 み ん な が 郷 土 を 愛 し な が ら 生 き が い を 持 て る 町 を 柱 と し 、 町 民 が

主 役 の 活 力 あ る ま ち づ く り を 実 現 す る た め に 、 平 成 二 十 七 年 度 に お い て も 町 議 会 の 皆 様 の ご 協 力 を 賜 り な が ら 諸 施 策 を
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進めてまいりたいと考えております。  

  ことしは合併十周年を迎える節目の年であります。新藤崎町の基礎を固めるとともに、町民の一体感の醸成は町全員の

願 い で あ り 、 私 の 悲 願 で も あ り ま す 。 そ の た め 、 平 成 二 十 七 年 四 月 二 十 九 日 に 挙 行 を 予 定 さ れ て い ま す 新 藤 崎 町 誕 生 十

周年記念式典が参加する全ての方々の笑顔とともに大盛況のうちに終えることが一つの大事な節目と考えております。  

  次に、子育てしやすい町実現のため、平成二十五年度から対象者を中学生まで拡大した乳幼児及び子ども医療費給付事

業 を 継 続 し て い く こ と 、 保 育 対 策 と し て 学 童 保 育 を 時 間 延 長 し 、 子 育 て 環 境 を 改 善 し 、 体 制 強 化 を 図 っ て ま い り ま す 。

高 齢 者 や 障 害 者 に 優 し い 町 実 現 の た め 、 高 齢 者 が 施 設 に 入 所 し た 場 合 の 措 置 な ど は も と よ り 、 高 齢 者 の 生 き が い の た め 、

老 人 ク ラ ブ の 助 成 、 藤 崎 陶 芸 ハ ウ ス の 改 築 工 事 を 実 施 す る と と も に 、 障 害 者 の 方 が 自 立 し た 日 常 生 活 や 社 会 生 活 を 営 む

た め の 生 活 援 助 や 補 装 具 給 付 事 業 な ど を 継 続 し て ま い り ま す 。 健 康 な ま ち づ く り の 実 現 で は 、 生 活 習 慣 病 予 防 、 特 定 健

診 、 が ん 検 診 の 実 施 、 妊 婦 及 び 乳 幼 児 な ど に 対 す る 安 全 な 妊 娠 出 産 育 児 を 支 援 す る た め の 保 健 指 導 や 健 康 診 査 な ど を 基

本 と し 、 心 の 健 康 相 談 事 業 の 継 続 、 ま た 今 年 度 新 た な 取 り 組 み と し て 不 妊 治 療 を 行 っ て い る 夫 婦 の 経 済 的 負 担 の 軽 減 を

図る事業も実施していくものであります。  

  農業振興対策のため、生産体制強化、担い手の育成を基本とし、農業経営及び地域の活性化と雇用創出を図るために進

め て い る 農 産 物 拠 点 づ く り を 平 成 二 十 六 年 度 の 地 方 創 生 関 連 予 算 と 一 体 的 に 事 業 を 推 進 し て い く も の で あ り ま す 。 魅 力

あ る 食 と に ぎ わ い の 創 出 の た め 、 こ と し も 地 元 農 産 物 を 活 用 し た オ リ ジ ナ ル グ ル メ を Ｐ Ｒ す る ふ じ ワ ン グ ラ ン プ リ の 開

催、店舗や町の観光資源をめぐるまち歩きツアーなどを実施します。  

  暮らしやすいまちづくり実現のため、融雪溝整備事業や側溝整備などとともに、水上団地の建設も引き続き実施してま

い り ま す 。 安 全 な ま ち づ く り の た め 、 弘 前 地 区 消 防 事 務 組 合 に 対 す る 負 担 金 や 町 消 防 団 に 係 る 諸 経 費 を 基 本 と し 、 ポ ン

プ付積載車などを随時更新し、防災に備えてまいります。  
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  教育振興対策のため、学校教育につきましては学力向上支援員などを継続配置し、学力向上などの充実を図り、社会教

育 、 体 育 に つ き ま し て は そ の 中 心 的 運 営 組 織 で あ る 町 文 化 協 会 並 び に 町 体 育 協 会 へ の 活 動 補 助 な ど を 計 上 し 、 生 涯 学 習 、

生 涯 ス ポ ー ツ の 活 性 化 を 図 る と と も に 、 地 域 間 交 流 推 進 の た め 、 岩 手 県 田 野 畑 村 と の 児 童 交 流 事 業 を 継 続 し て ま い り ま

す。  

  最後に、財政的な将来負担の軽減のため、減債基金を活用し、利率の比較的高い地方債を繰り上げ償還するための費用

を公債費に計上し、対応してまいります。  

  以上、最小の予算で最大の効果を発揮できるよう、町が真に進めるべき事業を厳選しながら、各部署の英知を結集し、

事業を推進してまいりたいと考えております。  

  次に、町長の政治姿勢と取り組みの基本姿勢についてのイ今日の人口減少、消滅可能性自治体と言われている状況を生

み 出 し て き た 要 因 は ど こ に あ る と 考 え て い る の か で あ り ま す が 、 国 の 人 口 の 将 来 展 望 を 示 し た 長 期 ビ ジ ョ ン で は 、 国 の

人 口 は 二 〇 〇 八 年 の 一 億 二 千 八 百 万 人 を ピ ー ク に 、 今 後 加 速 度 的 に 減 少 し 、 こ の ま ま 人 口 減 少 対 策 を 何 も 講 じ な い 場 合

は 二 〇 六 〇 年 に は 八 千 六 百 万 人 、 二 一 一 〇 年 に は 四 千 二 百 万 人 程 度 ま で 人 口 が 減 少 す る シ ョ ッ キ ン グ な 推 計 が 示 さ れ て

お り ま す 。 ま た 、 元 総 務 大 臣 の 増 田 寛 也 氏 を 初 め と し た 有 識 者 で 組 織 す る 日 本 創 成 会 議 の 推 計 で は 、 将 来 的 に 若 い 女 性

が 五 〇 ％ 以 上 減 少 す る 消 滅 可 能 性 自 治 体 が 全 国 で 八 百 九 十 六 市 町 村 に 上 る と 昨 年 の 五 月 に 公 表 さ れ た の も 記 憶 に 新 し い

と こ ろ で ご ざ い ま す 。 幸 い 、 我 が 町 は 消 滅 可 能 性 自 治 体 に は 入 っ て お り ま せ ん で し た が 、 全 国 的 に 人 口 が 減 少 す る こ と

に は 変 わ り は な く 、 地 域 経 済 社 会 の 維 持 な ど 、 相 当 の 危 機 感 を 私 自 身 も 抱 い て い る と こ ろ で あ り ま す 。 こ の 全 国 的 な 人

口 減 少 の 主 な 要 因 と い た し ま し て は 、 近 年 の 男 女 の 晩 婚 化 に 伴 う 出 生 率 の 低 下 が 一 番 大 き い も の と 考 え て お り ま す が 、

東 京 圏 へ の 若 年 人 口 の 流 出 も 大 き な 要 因 と な っ て お り ま す 。 い ず れ に い た し ま し て も 、 今 後 の 人 口 減 少 対 策 の 取 り 組 み

に つ き ま し て は 、 各 地 方 自 治 体 が 将 来 の 成 長 、 発 展 の 種 と な る 資 本 資 源 を 掘 り 起 こ す な ど 、 そ の 潜 在 力 や 独 自 性 を 生 か
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し た 若 い 世 代 の 雇 用 、 そ し て 結 婚 、 子 育 て の 希 望 に 応 え る こ と が で き る よ う な ま ち づ く り を 着 実 に 推 進 す る 必 要 が あ る

と考えております。  

  次に、ロの藤崎版総合戦略への対応と取り組みについてでありますが、まち・ひと・しごと創生法が公布施行され、各

地 方 自 治 体 は 平 成 二 十 七 年 度 中 に 人 口 の 将 来 展 望 を 示 す 地 方 人 口 ビ ジ ョ ン と 人 口 減 少 対 策 な ど の 基 本 目 標 や 具 体 的 な 施

策 を 取 り ま と め た 地 方 版 総 合 戦 略 を 策 定 す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い こ と と さ れ て お り ま す 。 そ こ で 、 町 で は 藤 崎 町

ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 推 進 本 部 を 設 置 す る と と も に 、 平 成 二 十 七 年 度 か ら の 本 格 的 な 地 方 版 総 合 戦 略 の 策 定 に 当 た り 、

庁 内 の 連 絡 調 整 や 戦 略 的 に 各 施 策 を 推 進 す る た め 、 新 た に 地 方 創 生 推 進 室 を 設 置 す る 条 例 の 改 正 案 を 本 定 例 会 に 上 程 し

て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 こ の よ う に 、 地 方 版 総 合 戦 略 の 策 定 に つ き ま し て は 、 全 庁 的 、 横 断 的 に 取 り 組 む と と も に 、

総 合 戦 略 の 内 容 に つ き ま し て も 、 地 域 の 特 性 を 生 か し な が ら 、 少 子 化 対 策 、 定 住 、 移 住 の 促 進 、 観 光 の 振 興 、 仕 事 づ く

り、地域産業の強化、持続可能な地域づくりなどの施策を柱に策定してまいりたいと考えております。  

  次に、ハの本年度四月から施行される教育委員会制度改定に伴い開催される総合教育会議について、町長はどのような

認 識 で 取 り 組 む の か で あ り ま す が 、 本 年 四 月 よ り 地 方 教 育 行 政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 が 改 正 さ れ 、 新 教 育 委 員 会

制 度 は 教 育 の 政 治 的 中 立 性 、 継 続 性 、 安 定 性 を 確 保 し つ つ 、 地 方 教 育 行 政 に お け る 責 任 の 明 確 化 、 迅 速 な 危 機 管 理 体 制

の 構 築 、 首 長 と の 連 携 の 強 化 、 地 方 教 育 行 政 に 問 題 が あ る 場 合 に 国 が 最 終 的 に 責 任 を 果 た す こ と を 改 革 の 趣 旨 と し て お

り ま す 。 こ の 新 制 度 の 中 で 示 さ れ て い る 総 合 教 育 会 議 は 、 教 育 委 員 会 と の 連 携 を 図 り つ つ 、 よ り 一 層 民 意 を 反 映 し た 教

育 行 政 を 推 進 し て い く こ と に 設 置 す る も の で あ り 、 教 育 行 政 と 福 祉 、 雇 用 、 地 域 振 興 な ど 、 他 の 行 政 分 野 と の 連 携 が よ

り 円 滑 に 充 実 し た 形 で 推 進 さ れ る も の と 考 え て お り ま す 。 教 育 の 政 治 的 中 立 性 と い う バ ラ ン ス 感 覚 を 守 り な が ら 、 十 分

な議論を通して地域住民の意思を的確に反映しつつ、地方教育行政の充実発展に努めてまいる所存であります。  

  次に、ニの小中学校における就学援助制度の利用者数と就学援助に三項目（ＰＴＡ会費、クラブ活動費、生徒会費）を
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支 給 対 象 に 加 え る こ と に つ い て で あ り ま す が 、 町 教 育 委 員 会 で は 学 校 教 育 法 第 十 九 条 の 規 定 に 基 づ き 、 経 済 的 理 由 に よ

っ て 就 学 が 困 難 と 認 め ら れ る 児 童 生 徒 の 保 護 者 に 対 し 、 就 学 に 必 要 な 経 費 を 支 給 す る 就 学 援 助 を 実 施 し て お り ま す が 、

こ れ に は 生 活 保 護 法 第 六 条 第 二 項 に 規 定 す る 児 童 生 徒 の 保 護 者 で あ る 要 保 護 者 と こ れ に 準 ず る 程 度 に 困 窮 し て い る と 認

め ら れ る 準 要 保 護 者 に 対 し て 支 給 し て お り ま す 。 主 な 支 給 対 象 項 目 と し て は 、 要 保 護 児 童 生 徒 に は 修 学 旅 行 費 と 日 本 ス

ポ ー ツ 振 興 セ ン タ ー 共 済 掛 金 、 準 要 保 護 児 童 生 徒 に は 新 入 学 児 童 生 徒 学 用 品 費 を 初 め 、 学 用 品 費 、 通 学 用 品 費 、 給 食 費 、

医 療 費 、 修 学 旅 行 費 な ど に 係 る 経 費 を 支 給 し て い る も の で あ り 、 今 年 度 の 支 給 対 象 者 は 要 保 護 児 童 生 徒 が 五 名 、 準 要 保

護 児 童 生 徒 に つ い て は 百 八 十 二 名 と な っ て お り ま す 。 ご 指 摘 の Ｐ Ｔ Ａ 会 費 、 ク ラ ブ 活 動 費 、 生 徒 会 費 の 三 項 目 に つ い て

は 、 要 保 護 児 童 生 徒 に は 生 活 保 護 の 教 育 扶 助 と し て 支 給 さ れ て お り 、 準 要 保 護 児 童 生 徒 に つ い て は 平 成 十 七 年 三 月 、 就

学 困 難 な 児 童 及 び 生 徒 に 係 る 就 学 奨 励 に つ い て の 国 の 援 助 に 関 す る 法 律 の 一 部 が 改 正 さ れ 、 国 の 補 助 が 廃 止 さ れ た 経 緯

が あ り 、 準 要 保 護 者 へ の 支 給 に つ い て は 町 単 独 の 新 た な 財 源 を 要 す る こ と に な る こ と か ら 、 近 隣 市 町 村 の 状 況 を 勘 案 し 、

関係各課と協議しながら検討してまいりたいと考えております。  

  次に、ホの住宅リフォーム助成事業を復活する取り組みについてでありますが、住宅リフォーム助成事業は住宅性能の

向 上 を 伴 う 改 修 工 事 を 行 う 既 存 住 宅 の 所 有 者 に 対 し 、 安 全 で 安 心 な 住 宅 リ フ ォ ー ム の 促 進 を 図 る た め 、 県 よ り 補 助 金 を

受 け 、 平 成 二 十 四 年 度 と 二 十 五 年 度 の 二 カ 年 事 業 を 実 施 し て ま い り ま し た が 、 二 カ 年 で 七 件 と い う 事 業 実 績 を 踏 ま え 、

平 成 二 十 五 年 度 を も っ て 県 の 補 助 終 了 と 合 わ せ て 本 事 業 を 終 了 し た も の で あ り ま す 。 事 業 終 了 後 も 、 当 町 に お い て 本 助

成 事 業 に 関 す る 問 い 合 わ せ や 建 設 業 な ど の 関 連 事 業 者 か ら 事 業 再 開 を 求 め る 要 望 書 も な い こ と か ら 、 現 時 点 で は 助 成 事

業を復活する考えはないものであります。  

  以上、浅利議員の質問に対する答弁を終えたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  
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  十三番浅利直志君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより十三番浅利直志君に再質問を許します。  

  十三番浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  丁寧な説明、答弁ありがとうございます。私の質問の中で、東京マイコープという表現をしましたこと、これはパルシ

ステム東京でありますので、訂正させていただきたいと思います。  

  それで、初めの平成二十七年度予算における重点的施策ということで、乳幼児医療費の無料化や、あるいはさまざまな

福 祉 、 検 診 の 問 題 な ど も 述 べ ら れ て お り ま し た 。 そ の 中 で 、 町 長 に 、 先 ほ ど 奈 良 議 員 に も 答 え て お り ま し た け れ ど も 、

平 成 二 十 四 年 度 か ら 取 り 組 ん で 、 さ ま ざ ま な 庁 内 の プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム な ど も や っ て 取 り 組 ん で き ま し た 。 農 産 物 拠 点

づくり事業について、関連質問をさせていただきたいと思います。  

  この農産物拠点施設づくり推進事業は、本年度、平成二十七年度の本予算では四百五十万円ほど、補正予算では九百九

十 八 万 ほ ど を 予 算 計 上 さ れ て い る わ け で ご ざ い ま す 。 昨 年 の 十 月 十 七 日 だ と 思 い ま し た け れ ど も 、 拠 点 施 設 の キ ー ス タ

ッ フ の 伊 藤 さ ん な ど か ら 基 本 構 想 の 提 案 、 調 査 の 実 態 報 告 で す ね 、 調 査 報 告 と 若 干 の 提 案 が さ れ て お り ま す 。 そ れ で 、

こ の 補 正 と 本 予 算 を 合 わ せ ま す と 一 千 四 、 五 百 万 に な る 拠 点 づ く り 、 い わ ゆ る 直 売 所 と 農 産 物 の 加 工 場 、 そ し て レ ス ト

ラ ン の こ の 三 点 セ ッ ト の 施 設 を 今 年 度 は 基 本 構 想 と 実 施 計 画 を ま と め て い く 段 階 ま で 進 ん で い く ん で し ょ う か 。 ど こ ま

で進めていくつもりなのでしょうか。そのことについてお聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  
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  浅利議員の一般質問にお答えします。ロの藤崎版総合戦略の中に位置づけされていくと思いますので、関連ということ

でお答えしたいと思います。詳しくの予算については、後ほど財政担当のほうから報告させます。  

  基本的には、就任したのが私、二十三年十一月二十一日から就任したと思ってございます。翌月の十二月、今の企画財

政 課 長 の 能 登 谷 課 長 と 今 の 農 政 課 長 の 三 上 農 政 課 長 を 呼 ん で 、 今 後 の Ｔ Ｐ Ｐ 絡 み や 米 価 対 策 で 非 常 に 困 窮 す る の が 予 想

さ れ る と い う こ と で 、 我 が 町 の 農 業 を 考 え る べ き と き に 、 い わ ゆ る 六 次 化 産 業 も ひ っ く る め た 拠 点 づ く り を 今 後 近 い 将

来 進 め て い く べ き だ と い う こ と で 、 二 十 四 年 度 中 、 両 課 か ら 四 名 の プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を 発 足 さ せ ま し た 。 こ れ は 、 四

名 は 私 が 指 名 し ま し た 。 そ の 中 で 年 間 十 数 回 い ろ い ろ 協 議 し 、 終 盤 に は い ろ い ろ な 事 例 を ア ン テ ナ を 張 っ て 、 あ っ ち へ

行 っ た り こ っ ち へ 行 っ た り 、 そ の 事 例 も ま た 調 査 し た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 二 十 五 年 度 中 は 、 い ろ ん な 農 業 団 体 十 三 名

か ら い ろ ん な 意 見 を 聞 く た め の 立 ち 上 げ を し て き た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 今 、 間 も な く 基 本 構 想 が 三 月 二 十 日 付 で で き

上 が っ て き ま す 。 そ れ を 受 け て 、 議 会 の 皆 さ ん 、 あ る い は 農 業 団 体 の 皆 さ ん 、 そ し て そ の 協 議 会 の 立 ち 上 げ も 二 十 七 年

度 中 に は 策 定 し て 、 い ろ ん な 意 味 で 今 度 は 具 体 的 な 作 業 を 進 め て い き た い と 思 っ て お り ま す 。 ま た 、 二 十 七 年 、 二 十 八

年 は そ れ に 関 連 す る 人 材 育 成 の た め に 今 度 は 厚 労 省 の 予 算 を う ま く 活 用 し な が ら 、 六 次 化 産 業 に た け た 人 、 あ る い は 経

営 感 覚 に た け た 人 、 い ろ ん な 意 味 で 人 材 育 成 を 先 行 し て や る と い う こ と で 、 実 施 設 計 並 び に 建 設 に か か わ る も の は も う

ちょっと先になるだろうと思ってございます。以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  農産物拠点づくりの推進の予算、今、町長からるる説明があったんですけれども、いずれにしても今月の三月末には基

本 構 想 が 出 さ れ る と い う よ う な こ と で 、 議 会 と も 相 談 、 協 議 も し て い き た い と い う こ と な ん で す け れ ど も 、 そ れ は い つ



 - 32 - 

ごろになるんですか。できるだけ早目にやったほうがいいのかなというふうには思いますけれども。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  今定例会終われば、ふるさと創生の先行型の補正予算も入ってございますので、その辺、関係課と十分協議して、早い

時 期 に 、 上 半 期 、 四 月 か 五 月 ご ろ に は 全 協 を 開 い て 、 ま ず は 基 本 構 想 の で き 上 が り の 成 果 品 を 皆 さ ん に お 示 し し て 、 ま

たご意見を聞きたいと思っております。以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  この拠点づくり構想ということ、私の考えでもあるんですけれども、六次産業化ということについても、これを否定す

る も の で も あ り ま せ ん け れ ど も 、 し か し 、 こ れ に よ っ て 農 家 が 救 済 さ れ る と い う ふ う な 、 そ ん な 甘 い 状 況 で も な い と い

う 認 識 を 持 っ て お り ま す 。 私 な ど 、 あ る い は 多 く の 町 民 も 懸 念 し て い る の は 、 加 工 場 も レ ス ト ラ ン も 直 売 所 、 施 設 を つ

く る と こ ろ ま で は 補 助 金 な ど で で き る だ ろ う と 、 し か し 継 続 的 に 運 営 し て い く 、 そ う い う こ と に 対 す る 、 運 営 し て く た

め に は 人 、 そ し て 財 政 的 な 手 当 て の 問 題 な ど 、 そ の 辺 に 非 常 に 大 き な 懸 念 を 持 っ て い る わ け で あ り ま す 。 直 売 所 を 拡 張

す る と い う こ と に つ い て は や ら な き ゃ な ら な い と い う 要 望 も あ る ん だ ろ う と 思 い ま す け れ ど も 、 町 長 は こ の 事 業 に つ い

て じ っ く り 時 間 も か け て や っ て い る よ う な の で 、 そ の 点 は 評 価 も し て い る ん で す け れ ど も 、 何 か 懸 念 と い う も の を お 持

ちではないんですか。何を町長は、町長が懸念しているところは何かございませんですか。  

○議長（野呂日出男君）  
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  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  マイナス材料だけでは前に進めません。就任してから、この町の農業所得あるいは雇用創出のためにこのプロジェクト

チ ー ム を つ く っ た の で あ っ て 、 と に か く お 米 や リ ン ゴ や 、 あ る い は 良 品 質 な 大 粒 な ニ ン ニ ク や 、 あ る い は ア ス パ ラ ガ ス 、

花 卉 も 栽 培 所 ふ え て ご ざ い ま す 。 そ う い う も ろ も ろ を 将 来 に 考 え た と き に 、 今 の ま ま で い い の か と い う と こ ろ か ら ス タ

ー ト し て い ま す 。 今 の ま ま で い い の か と 。 そ れ で プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を つ く っ て い ま す 。 要 は い ろ ん な 意 味 で 不 安 材 料

は あ り ま す け れ ど も 、 人 材 育 成 を 先 行 し て や る と い う の は そ こ で ご ざ い ま す 。 人 材 育 成 を 先 に 先 行 し て や っ て 、 そ れ に

た け た 人 を 育 て た 上 で そ の 拠 点 が で き 上 が っ て 、 そ れ を う ま く 活 用 し て い く と 。 一 番 心 配 し て い る の は 、 い わ ゆ る 農 家

の 皆 さ ん が 今 の 現 状 の ま ま で は そ の 拠 点 づ く り を 拡 大 し て も 売 る も の が 少 な い で あ ろ う と 、 そ う 思 っ て お り ま す 。 で す

か ら 、 去 年 の 四 月 か ら 、 農 政 課 長 に は 水 田 複 合 経 営 も で き る よ う な 水 田 ビ ジ ョ ン を 作 成 し 直 せ と い う こ と で 、 今 ア ン ケ

ー ト 終 わ っ て 弘 大 の ほ う に ボ ラ ン テ ィ ア で 調 査 し て 、 ま た 提 言 も い た だ く こ と に な っ て ご ざ い ま す 。 そ う い う の も ひ っ

く る め て 並 行 し て や っ て い き ま す の で 、 不 安 を 一 つ 一 つ 解 消 し て 、 す ば ら し い 拠 点 に 結 び つ け る よ う な 最 善 の 努 力 を し

ていくということでご理解していただきたいと思っております。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  町長から、マイナスを考えたら前に進まれませんよと。誰もこのままでいいとは思っていないですよ。農家の人も、ま

た 我 々 も で す ね 。 し か し 、 そ こ に は 事 業 を 進 め て い く こ の ア ド バ イ ザ ー と い い ま す か 、 基 本 構 想 の 調 査 と 提 案 に 当 た っ

て い る 人 は 地 域 の 一 番 店 を 、 直 売 所 で も 加 工 施 設 で も 一 番 店 の 施 設 を つ く ろ う と い う こ と を 盛 ん に 強 調 し て い ま し た し 、
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基 本 構 想 は そ う い う も の で 出 て く る ん だ ろ う と 思 い ま す 。 冬 期 間 売 る も の が 少 な い と 、 こ の 北 国 の 宿 命 で も 実 際 は あ る

わ け で あ り ま す 。 冬 の 農 業 と い え ば ニ ン ニ ク の 生 産 者 に と っ て は ニ ン ニ ク を 出 荷 し て い く こ と が 実 際 は 冬 の 農 業 の 作 業

に な り 、 そ れ が 販 売 に つ な が っ て い く わ け で あ り ま す の で 、 私 が 聞 き た い の は 人 材 の 育 成 を 先 行 さ せ る ん だ と い う こ と

で す け れ ど も 、 人 材 っ て 早 い 話 、 直 売 所 で あ れ ば 店 長 で あ り 販 売 員 で あ り 、 そ し て レ ス ト ラ ン で あ れ ば コ ッ ク と い い ま

す か 、 そ う い う も の な わ け で す よ ね 。 町 長 に 端 的 に お 聞 き し ま す け れ ど も 、 公 募 で じ ゃ あ そ う い う の を 育 成 す る た め に

募 集 を す る と い う 公 募 型 で や る の か 、 そ れ と も 町 長 が 責 任 持 っ て ス カ ウ ト し て く る ん だ と い う よ う な 、 ス カ ウ ト も 含 め

て や る と い う お 考 え な の か ど う か 、 そ の 辺 町 長 の 胸 の 内 と い う か 腹 の 中 と い う か 、 そ の 辺 を お 聞 き し た い と 思 い ま す け

れども、どういう構えなんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  まず、生産者を多角的に例えば冬の農業を目指してハウスとか使って、それはそれでいろいろ今の現状に踏みとどまる

こ と な く 、 そ れ は そ れ で 農 政 課 を 中 心 に い ろ ん な 意 味 で 農 業 団 体 と 協 議 し な が ら 、 あ る い は 営 農 組 合 と 協 議 し な が ら 、

そ れ は そ れ で 進 め て い き ま す 。 今 言 っ た こ と は 、 で き た と き の 人 材 育 成 の ピ ン ポ イ ン ト で 町 長 が い ろ い ろ と い う よ う な

話 で ご ざ い ま す が 、 今 の と こ ろ は 全 く 白 紙 で ご ざ い ま す 。 た だ 、 今 ま で こ う い う も の に 数 年 、 二 年 か か わ っ て 、 い ろ い

ろ 研 修 に 出 た 方 も い っ ぱ い い ま す し 、 そ の 中 か ら ま た 人 選 と い う 形 に な ろ う か と 思 っ て ご ざ い ま す 。 非 常 に 熱 心 な 方 、

情熱ある方、その中にもいますので、いろいろまた担当課と協議していきたいと思っております。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  
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○十三番（浅利直志君）  

  肝心のところにいくと白紙だということで来ているということもあるわけですけれども、いずれにしても着実に農家の

所 得 を ふ や す と い う こ と や 、 あ る い は 藤 崎 町 の 農 産 物 を ア ピ ー ル し て い く と い う こ と の 取 り 組 み の た め に は 、 肝 心 の と

こ ろ に 踏 み 込 ま な け れ ば な ら な い よ う な 状 態 も あ る わ け で あ り ま す の で 、 私 か ら は 基 本 、 キ ー ス タ ッ フ か ら 提 案 さ れ る

も の を ひ と つ う の み に す る こ と な く 、 大 風 呂 敷 に 乗 っ か る こ と な く 、 着 実 に 身 の 丈 に あ っ た も の を や る べ き だ と い う こ

と を 指 摘 し て お き た い と 思 い ま す 。 基 本 構 想 が 出 さ れ て 、 そ れ を そ の ま ま 実 施 す る ん だ と い う よ う な こ と で は な く 、 実

施 計 画 そ の も の を 課 所 で 煮 詰 め て い く ん で す よ ね 、 町 長 。 そ う い う 態 度 な ん で す よ ね 。 基 本 構 想 が 出 れ ば そ れ を そ の ま

まやりますよということではないですよね。その点は確認しておきたいと思うんですけれども、どうですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  間もなく準備してきたその基本構想が三月二十日付ででき上がることになってございます。四月か五月の上旬のあたり

に は 、 田 植 え に な る 前 に は 全 員 協 議 会 を 開 い て ま た 勉 強 会 を し た い と 思 っ て お り ま す 。 そ の 中 で 、 い ろ い ろ 町 で 取 り 組

む 考 え 方 、 あ る い は 議 会 の 皆 さ ん の 考 え 方 、 す り 合 わ せ し て い ろ い ろ 順 次 進 め て い き た い と 思 っ て ご ざ い ま す 。 以 上 で

あります。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  次に、今日の人口減少問題と、全国には消滅可能性のある自治体八百余りだという、可能性が五十年後なのか百年後な
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の か 、 私 に 言 わ せ れ ば 警 告 な の か も し れ な い け れ ど も 、 あ る 種 の こ れ は お ど か し だ と い う か 、 乱 暴 な も の だ な と い う 推

計 で 思 っ て お り ま す 。 青 森 県 に お い て も 九 割 方 の 自 治 体 が 消 滅 す る と い う 推 計 を さ れ て い る わ け で あ り ま す の で 。 そ れ

で 、 ロ の 藤 崎 総 合 戦 略 と も か か わ る こ と な ん で す け れ ど も 、 当 面 、 景 気 を よ く す る と 、 ア ベ ノ ミ ク ス の 効 果 が 地 方 に は

行 き 渡 っ て い な い よ と い う の は 多 く の 人 が 感 じ て い る と こ ろ だ と 思 う ん で す 。 実 感 は な い で す よ と 。 そ れ は 大 企 業 と 株

主 と 資 産 家 だ け に 恩 恵 が あ る ん じ ゃ な い で す か 、 今 の と こ ろ と い う よ う な こ と だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ れ で プ レ ミ

ア ム 商 品 券 を 発 行 す る と い う ふ う に な っ て い ま す よ ね 。 こ れ は も う プ レ ミ ア ム 商 品 券 の 中 で 特 に 、 例 え ば 低 所 得 者 対 策

だ と 、 灯 油 を 支 給 す る 自 治 体 も 、 支 給 と い う か 、 灯 油 を 低 所 得 者 に 支 給 す る と い う 自 治 体 も ご ざ い ま す け れ ど も 、 プ レ

ミ ア ム 商 品 券 で 我 が 町 は や る と 。 五 千 円 で 一 万 二 千 円 相 当 と い う こ と 。 こ れ が 二 千 世 帯 余 な わ け で す よ ね 、 二 千 二 、 三

百 世 帯 で す か 。 非 常 に 多 い と い う 。 商 工 会 に 委 託 し て や る ん で し ょ う け れ ど も 、 私 が 低 所 得 者 で す よ と 、 五 千 円 お 願 い

し ま す と 言 え ば 、 私 は 低 所 得 者 で す か ら と い う こ と を 確 認 と い い ま す か 、 そ う 簡 単 な 問 題 で な い で す よ ね 。 簡 単 に ど う

い う ふ う に し て や る ん で す か 。 そ の こ と を お 示 し 願 い た い と 思 い ま す 。 つ ま り 、 あ る 種 の 抵 抗 も あ る 人 も あ る わ け で す

よ ね 。 安 い か ら い い と い う 人 だ け で は な い で す 。 低 所 得 者 だ と い う こ と を 名 乗 る こ と を し な き ゃ な ら な い わ け だ 。 そ う

い う 問 題 が あ る わ け で す の で 、 具 体 的 に じ ゃ あ ど う い う ふ う に し て や ろ う と し て い る の か 。 名 簿 を 提 供 す る と い う の で

あ れ ば 、 そ こ に プ ラ イ バ シ ー 保 護 の 問 題 が ど う い う ふ う に な る の か 、 そ の 辺 は ど う い う ふ う な お 考 え で 実 施 す る の か 、

お聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  企画財政課長。  

○企画財政課長（能登谷英彦君）  

  その優待制度のことに関しての危惧ということでございますけれども、一般の方には一万円で一万二千円のプレミアム
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商 品 券 を 買 っ て い た だ く と 。 そ れ か ら 、 子 育 て の た め の 応 援 と 低 所 得 者 の た め の 応 援 に つ き ま し て は 、 町 か ら 五 千 円 の

優 待 券 を 交 付 す る と い う こ と で 、 最 低 限 秘 密 と い い ま す か 、 そ こ ら 辺 人 権 を 守 っ て い き た い と 考 え て ご ざ い ま す の で 、

名簿を商工会のほうに提出するというような考えはございません。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  優待券を発行して対応するということですけれども、悪用がされないように、ぜひある程度の規律を持ってやっていた

だきたいと思います。  

  次に、四月から施行される教育委員会制度の改定に伴う総合教育会議についてであります。この総合教育会議で何でも

か ん で も や れ る と い う よ う な 認 識 は な い で す よ ね 、 町 長 。 総 合 教 育 会 議 、 こ れ は 大 綱 を 決 め る 場 合 だ と か 、 藤 崎 町 の 教

育 大 綱 、 そ れ か ら い じ め な ど の 緊 急 的 に 問 題 が 発 生 し た と い う よ う な 場 合 も 開 催 さ れ る わ け で あ り ま す け れ ど も 、 い ず

れ に し て も 教 育 委 員 会 そ の も の が 法 改 正 に よ っ て も 独 自 に 独 立 性 を 発 揮 で き る よ う な 組 織 と し て 残 っ た と い う こ と を き

ち ん と 受 け と め る べ き 、 受 け と め て 運 用 す べ き だ と 思 う ん で す 。 そ れ で 、 例 え ば 教 育 会 議 で ど う い う も の を 扱 う の か と

い う ル ー ル な ど は も う 決 め て い ら っ し ゃ る ん で し ょ う か 。 例 え ば 教 職 員 の 人 事 だ と か 、 あ る い は 教 科 書 採 択 だ と か 、 こ

れ も こ の 教 科 書 は い い で す よ と 、 よ く あ り ま す よ ね 、 歴 史 問 題 の 教 科 書 だ と か 、 こ の 教 科 書 に し て く だ さ い よ と か 、 教

科書採択だとか、そういう問題も案件になるんですか、ならないんですか。その点はどういうお考えなんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  学務課長。  

○学務課長（工藤峰靖君）  
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  浅利議員の質問にお答えいたします。まず、総合教育会議でございますが、この会議におかれましては教育に関する予

算 の 編 成 、 執 行 や 条 例 提 案 な ど 、 重 要 な 権 限 を 要 し て い る の が 町 長 、 地 方 公 共 団 体 の 長 で あ り ま す け れ ど も 、 そ こ と 教

育 委 員 会 が 十 分 な 意 思 疎 通 を 図 り な が ら 、 地 域 の 教 育 の 課 題 や や る べ き こ と に 対 し て 一 層 民 意 を 反 映 す る た め に 今 回 、

総 合 教 育 会 議 を 設 け る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 先 ほ ど 、 そ の 中 身 に つ い て で ご ざ い ま す け れ ど も 、 教 科 書 の 採 択 と 教

職 員 の 人 事 に 関 す る こ と で あ り ま す け れ ど も 、 そ う い う 教 科 書 の 採 択 と い う こ と に 対 し て は そ ち ら の 会 議 に は 設 け ま せ

ん 。 た だ 、 方 針 と か そ れ に つ い て は 会 議 を 設 け て 調 整 す る と い う こ と は 可 能 で あ る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 以 上 で す 。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  何か、でも教科書採択や個別の、文科省の初等中等教育局長名できちんと去年の七月ごろに通知が来ているんですね。

そ の 中 で は 、 こ れ 十 ペ ー ジ と 十 一 ペ ー ジ に 書 い て あ る ん で す け れ ど も 、 通 知 の 中 の 、 教 科 書 採 択 や 個 別 の 教 職 員 人 事 、

あ る い は 学 力 テ ス ト を 学 校 ご と に 公 表 せ と か 、 そ う い う 問 題 、 特 に 政 治 的 要 請 が 高 い 事 項 に つ い て は 協 議 台 と す べ き で

な い と い う こ と 、 こ れ 初 等 中 等 教 育 の 通 知 の 十 一 ペ ー ジ に 書 か れ て い る ん だ そ う で す 。 私 も 本 物 そ の も の は 見 て い な い

ん で す け れ ど も 、 ネ ッ ト で 見 た だ け な ん で す け れ ど も 。 そ の 点 を 含 め て 、 い わ ゆ る 総 合 教 育 会 議 で 何 で も や れ る と い う

も の で も な い し 、 教 育 委 員 会 の 独 立 性 と い う の を 、 新 た な 措 置 は と ら れ た け れ ど も 、 教 育 委 員 会 の 独 立 性 と い う の は き

ち ん と 確 保 で き る 、 執 行 の 最 高 責 任 は 教 育 委 員 会 な ん だ と い う こ と を 受 け と め て 執 行 に 当 た る べ き だ と い う こ と を 指 摘

しておきたいと思います。  

  次に、小中学校における就学援助制度の利用者数と就学援助費三項目で、これにＰＴＡ会費、生徒会費を支給対象にす

べ き じ ゃ な い か と い う こ と で ご ざ い ま す 。 義 務 教 育 は 無 償 だ と い う ふ う な 日 本 の 制 度 に 憲 法 上 は な っ て お り ま す 。 し か
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し 、 実 際 は Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ の 先 進 国 の 中 で も 教 育 に 対 す る 援 助 、 助 成 割 合 が 少 な い と い う こ と で 日 本 は 有 名 で あ り ま す 。 そ れ

で 、 ど れ ぐ ら い か か っ て い る の か と い う こ と で 、 中 学 校 一 年 生 で は 九 万 六 千 百 三 十 九 円 、 年 間 の 学 校 徴 収 金 と い う の が

あ る そ う で あ り ま す 。 こ れ は 明 徳 中 学 校 で ご ざ い ま し た 。 藤 崎 中 学 校 も 似 た も の か な と 思 っ て お り ま す 。 そ の 中 で 一 番

ラ ン ク が 高 い の が 修 学 旅 行 の た め の 積 立 金 五 万 円 、 こ れ が 一 番 多 い そ う で あ り ま す 。 そ し て 、 次 に 多 い の は 各 教 科 ワ ー

ク テ キ ス ト だ と か 実 力 テ ス ト 、 こ れ が 二 万 三 千 八 百 三 十 九 円 と い う こ と で 、 ア ル バ ム の 積 立 金 が 四 千 円 だ と か 、 生 徒 会

費 三 千 百 円 、 生 徒 会 活 動 援 助 費 が 千 五 百 円 だ と い う ふ う に 言 わ れ て お り ま す 。 い ず れ に し て も 、 年 間 九 万 円 か ら 学 校 納

付 金 と い う 形 で 分 割 払 い を し て い る わ け で ご ざ い ま す 。 ぜ ひ 、 就 学 援 助 の 制 度 の 中 で も ク ラ ブ 活 動 費 に つ い て は 置 い て

お い て も 、 Ｐ Ｔ Ａ 会 費 や 生 徒 会 費 、 こ れ は 当 然 必 要 な も の で あ り ま す の で 、 町 の 独 自 予 算 を 含 め て 援 助 を 広 げ て ほ し い 、

広げるべきではないか、またそんなに予算のかかることでもないのではないかと思っております。  

  最後に住宅リフォーム、これは業者の要望も少ないと、やる予定がないということなんですけれども、今後再検討する

見通しもないということなんでしょうか。その点、最後にお聞きして終わりたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  ベルが鳴りましたけれども、先ほどの一つ前の生活困窮の国の制度が十七年三月で廃止になったこと、それから今のこ

と 、 い ろ い ろ い ろ ん な 角 度 か ら 検 討 は し て み ま す 。 た だ 、 町 の 財 政 も 先 ほ ど 申 し 上 げ た よ う に 百 九 十 六 億 円 の 借 金 と か 、

もろもろ財政もありますので、担当課とはまずは協議させてください。以上であります。  

  これで十三番浅利直志君の一般質問は終了いたしました。  

  以上で一般質問を終わります。  
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  これをもって本日の日程は終了いたしました。  

  本日はこれにて散会いたします。  

  ご苦労さまでした。  

     散  会  午後〇時二分  

                                                   


